第1章 概要



序論



GnuCashはあなたのために作られた個人向け財務ソフトウエアパッケージです。
それは単純なものから非常に複雑なものまであなたのすべての財務情報の動向をおさえるほど多目的に使えます。
それは世界全体にわたる通貨をサポートする数少ない財務ソフトウエアパッケージの一つです。そして、この種の唯一のオープンソースプログラムです。
さらに良いことに、GnuCashは学ぶのも使用するのも簡単です!
では、GnuCashで何ができるのでしょうか?
好みに合わせて詳細に個人の財務状況の動向をおさえることができます。
手始めに、GnuCashを使用して小切手帳の動向をおさえるのが良いでしょう。
そして、お金を何に費やしているかをよりはっきりさせるためにクレジットカードでの買い物および現金を追跡すると決めるでしょう。
投資を始める時、GnuCashを利用してポートフォリオを観察するすることができます。
車や家を購入しますか?
GnuCashを使って投資計画やローン支払いの追跡をすることができます。
財務活動が地球規模に及んでいるなら、GnuCashはあなたが必要とする、すべての複数通貨のサポートを提供します。
[image: GnuCash勘定科目表 - ティーザー広告]この画像は複数の通貨および投資に関する勘定科目表を表示します。



GnuCashは個人の資産運用に適していますが、ビジネスで利用するにも十分強力です。
統合された売掛金・買掛金システムから税率表作成まで多くのビジネス機能があります。
これらと他の多くのビジネス機能が、驚くほど強力で使いやすいのが分かるでしょう。


GnuCashを使用する10の理由



既にGnuCashを使用した場合のいくつかの一般的な利点を説明しました。
ここでは、GnuCashによって提供されている他のプログラムには存在しない特定の機能を挙げます。
	簡単なユーザーインターフェース
GnuCashは小切手帳記録簿と同じくらい使いやすいです。
自動補完と入力ショートカットが動作してデータ入力エラー発生を防ぐため、紙の記録簿より簡単です。

	簡単なインポート
GnuCashでは、インターネットバンク明細書やQIF(Quicken®Interchange
Format)、OFX、およびHBCIファイル利用するソフトウエアパッケージからデータをインポートすることができます。
使いやすい「アシスタント」によって、インポートで発生する変更を見直しながら、GnuCashファイルへ実際にインポートすることができます。

	計算書の照合
計算書の期末残高を入力して、取引の照合の印を付けるだけで、月次計算書を高速に照合することができます。
GnuCashを使用すると、データと受け取った計算書の間にある、どんな差分も検出することができます。

	投資の追跡
GnuCashには投資のポートフォリオを追跡する多くの方法があります。
ある種の投資勘定科目ではデータ入力が簡素化されています。オンラインツールによって市場価格の変化に合わせて持分の価格を更新することができます。
帳票画面を作成し、投資決定の分析を行うことができます。

	複数通貨のサポート
GnuCashでは複数の通貨を追跡することができます。
異なる通貨の銀行口座、投資または他の財務データを持っている場合、GnuCashを使用してそれらを監視することができます。

	帳票とグラフのカスタマイズ
帳票とグラフにより、納税、予算作成、または単にお金を何に費やしているかに関する貴重な情報を得ることができます。
GnuCashにはさまざまな使いやすい帳票とグラフがあり、財務状況を分析することができます。
利用者固有の必要性に合うように帳票を自由にカスタマイズすることができます。

	複式記帳法
GnuCashでは、完全な記録を行うために簿記の複式記帳法を利用します。
複式記帳法では、お金が単に現れもしませんし、消えて無くなりもしません。常に等しい金額が、ある勘定科目から別の勘定科目へ移らなければいけません。
GnuCashでは、両方の勘定科目で取引を追跡することによって、勘定科目の観点からの詳細な帳票を作成することができます。

	ヘルプの提供
今日のヒントダイアログには、新規ユーザーにとって役に立つ、GnuCashの機能に関するヒントが書かれています。
プログラムの中では、検索可能なヘルプで情報を提供しています。さらなるヘルプが必要な場合はGnuCashウェブページに接続します。
また、GnuCashには、メーリングリストおよびIRCチャンネルを通してヘルプを提供する、強力で有能な開発者とユーザーコミュニティーがあります。

	ショートカット
GnuCashには、データ入力に役に立つ多くのショートカットがあります。
一般的な入力欄で最初の数文字を入力すると、GnuCashは自動的に残りを補完します!
また、コピー、ペースト、および複製機能を使って、入力時間を節約することができます。
キーボードショートカットを使って、高速にメニューオプションを選択したり、数値データを入力したりできます。
多くの数値入力欄が計算機として機能します。
「92.18+33.26」を入力すると、GnuCashにより計算された合計が入力されます!

	オープンソース
GnuCashは手法を隠しません。
GnuCashがどのように数値を計算したのかと思ったら、それを見つけることができます。
さらに、GnuCashでどのくらいの情報を表示するかに関する設定を行うことができます。
「秘密のコード」はGnuCashに全くありません。GnuCashはずっとオープンソースプログラムであり続けます。



これらは、財務情報を追跡するためにGnuCashを使用し始めた時に発見できる、利点のほんの一部です。
これでもう、あなた自身のためにGnuCashの恩恵を得る準備ができました!

データ入力の概念



GnuCashにデータを入力するときは、GnuCashがデータを分割する3種類の階層構成を意識しているべきです。
それは、ファイル、勘定科目、および取引です。
これらの階層は複雑さの順に並んでいます。1個のファイルが多くの勘定科目を含んでいます。そして、1個の勘定科目が多くの取引を含んでいます。
この分割はGnuCashの使用方法を理解するための基本です。
ファイル



GnuCashは情報を保存するための最上位としてファイルを使用します。
ファイルはコンピューター上に単一のXMLファイル(GnuCashのすべてのバージョン)として保存されるか、またはSQLデータベース(GnuCashバージョン2.4以降)内に保存されます。
注記
SQLは「sequel」と発音されます。このため、話し言葉および書き言葉では「SQLデータベース」と呼びます。

XMLファイル形式を使用する場合、GnuCashはXMLデータファイルとしてデータを保存します。通常、ファイルは圧縮されます(GnuCashの設定にある全般タブでこれを変えることができます)。
SQLストレージ形式を使用する場合、GnuCashは選択したデータベースアプリケーション
(SQLite3、MySQL または PostgreSQL) のSQLデータベースとしてデータを保存します。
各勘定科目の集合を維持するためには1個の主ファイルまたはデータベースが必要となるでしょう。
どのようにGnuCashファイルを作成して、管理するかを学ぶためには、「財務データの保存」を参照してください。
注記
2個以上の勘定科目の集合が必要であると思うなら、実行するの前にプロの会計士または簿記係に相談したくなるでしょう。ほとんどのユーザーはおそらく一つのデータファイルしか必要としないでしょう。

バックアップファイルおよびログファイルは適切な時にGnuCashによって自動的に作成されます。
バックアップおよびログファイルに関しては、「データのバックアップとリカバリー」で説明しています。

勘定科目



勘定科目は、所有しているか、借りているか、費やすか、または受け取る金額の動向をおさえるための場所です。
各GnuCashファイルには何個でも勘定科目を含めることができます。そして、各勘定科目は多くの子勘定科目を任意の階層数で含めることができます。
この簡単な特徴は後の章で説明するように、財務を管理するためのパワーの多くをGnuCashに与えます。
勘定科目の例としては、当座預金勘定科目、普通預金勘定科目、クレジットカード勘定科目、住宅ローン勘定科目、およびローン勘定科目です。
各GnuCash勘定科目は、「実際の」会計活動を追跡し、その状態に関する情報を提供します。
さらに、勘定科目は受け取ったり、費やしたりするお金を分類するためにも使用されます。
例えば、雑貨や食料品に支払うお金を追跡するための費用勘定科目を作成することができます。
これらは計算書を受け取る勘定科目ではありませんが、どのくらいのお金がそれぞれの領域で使用されているかを決めることができます。
勘定科目についてはさらに詳細に3章勘定科目で取り扱います。

取引



取引は勘定科目間の金銭の移動を表します。
お金を使う、受け取る、またはお金を口座間で移動するという行為はすべて取引です。
取引の例は、電話代請求書の支払い、普通預金から当座預金までの資金移動、ピザの購入、お金の引き出し、給料の預け入れです。
4章取引でどのように取引を入力するかについて詳細に説明します。
複式記帳法会計処理では、取引は常に2個以上の勘定科目が関係します。資金移動元勘定科目と資金移動先勘定科目です。
GnuCashは影響を受ける各勘定科目に関して、取引内に行を挿入することによりこれを管理します。そして、各行に含まれる金額の合計を記録します。
勘定科目と合計額に関係する金額を記録する取引内の行はスプリットと呼ばれます。
取引には任意の数のスプリットを含めることができます。
取引におけるスプリットに関しては「スプリット取引」で説明します。


第3章 勘定科目



本章では勘定科目を構成するためのいくつかの役に立つ概念を説明します。
GnuCashは特定の勘定科目ツリー配置を強要しないので、あなたが望むどのような作法の勘定科目構造も自由に設計できます。
しかしながら、効用を最大にするために勘定科目を設計するとき従いたくなるであろう、いくつかの基本的な会計概念があります。
基本的な会計概念



前の章で見たように、会計処理は5つの基本勘定科目タイプに基づいています。
資産、負債、純資産、収益、および費用です。
これらの勘定科目タイプの理解を深めるために、GnuCashでどのように表現されるかを説明します。
最初に貸借対照表勘定、および収益と費用勘定の2つのグループにそれらを分割しましょう。
私たちが各勘定科目タイプに深く進む前に、再び備忘用として会計等式を簡単に見てみましょう。資産 - 負債 = 純資産 + (収益 -
費用)です。
[image: 基本勘定科目の関係]5つの基本勘定科目の関係のグラフィカルな表示。
純資産(自己資本)は、収益を通して増加し、費用を通して減少します。
矢印は金銭的な価値の動きを表します。



貸借対照表勘定



資産、負債および純資産の3つがいわゆる貸借対照表勘定です。
貸借対照表勘定は、所有または負っているものの金銭的な価値の変更を追跡するのに使用されます。
資産は、所有しているもののグループです。
資産は車、現金、家、株、または転換価値を持っている他の何かを含みます。
転換価値は、理論的に、現金にするために商品を売り渡しできることを意味します。
負債は、お金を借りているもののグループです。
負債は車のローン、学資ローン、抵当、投資証拠金勘定、またはいつか返済しなければならない他の何かを含みます。
純資産は「自己資本」と同じです。
それは資産から負債を引き算した後の残りを表します。
少しも負債が無い状態で完全に所有している資産の部として考えることができます。

収益および費用勘定



収益および費用勘定の2つが、勘定科目の金銭的な価値を増加、または減少させるのに使用されます。
したがって、貸借対照表勘定が単に所有しているか負っている物の金銭的な価値を追跡する一方、収益と費用勘定はこれらの勘定科目の金銭的な価値を変更します。
収益とは、時間、サービス提供、お金の使用によって受け取る報酬です。
例えば、給与を受け取る時、小切手は雇用者に提供した労働に対する報酬です。
収益の他の例は手数料、チップ、株からの配当収入、および銀行口座からの利子収入を含みます。
収益は資産、その結果として純資産の金銭的な価値を常に増加させます。
費用とは、他の誰かによって提供された商品またはサービスを購入するのに使用するお金のことです。
費用の例はレストランでの食事代、家賃、食費、車のためのガソリン代、または、芝居を見物するチケット代です。
費用は常に純資産を減少させます。
すぐに費用の支払いを行う場合は、資産が減少します。一方、クレジットカードで費用の支払いを行う場合は、負債が増加します。



GnuCash勘定科目



本節では、GnuCashで定義される勘定科目がどのように5つの基本勘定科目タイプに適合するかを説明します。
最初に、GnuCashにおける勘定科目の定義から始めましょう。
GnuCash勘定科目は、他の子勘定科目を含むか、または取引を含む構成要素です。
勘定科目は他の勘定科目を含むことができ、GnuCash内では勘定科目ツリーとして表されます。論理的に関連する勘定科目が共通の親勘定科目内に属します。
GnuCash勘定科目は (あなたが決める)
一意の名前と、あらかじめ定義されているGnuCash「勘定科目タイプ」の一つを持たなければいけません。
合計12種類の勘定科目タイプがGnuCashに存在します。
これら12種類の勘定科目タイプは5つの基本的な会計処理タイプに基づいています。
基本的な会計処理タイプより多くのGnuCash勘定科目タイプがある理由は、GnuCashにおいて各種の勘定科目に特化した追跡と取り扱いを行うためです。
6種類の資産勘定科目(現金、銀行、株式、投資信託、売掛金、および資産)があります。3種類の負債勘定科目(クレジットカード、買掛金、および負債)があります。1種類の純資産勘定科目(純資産)があります。1種類の収益勘定科目(収益)があります。また1種類の費用勘定科目(費用)があります。
これらのGnuCash勘定科目タイプについては、次でさらに詳細に説明します。
貸借対照表勘定



最初の貸借対照表勘定は資産です。前節を思い出してください。あなたが所有しているものです。
資産勘定科目を構成するのを助け、取引の入力を簡素化するために、GnuCashはいくつかのタイプの資産勘定科目をサポートします。
	現金
この勘定科目は、手元にあるお金、財布にあるお金、豚の貯金箱の中にあるお金、マットレスの下にあるお金、その他手元に置いているお金を追跡するために使用します。
これは最も流動性の高い、つまり容易に取引されるタイプの資産です。

	銀行
この勘定科目は、銀行、信用金庫、貯蓄貸付組合、または証券会社など、お金を預けている他の機関に存在する残高を追跡するために使用します。
容易に手元現金に変換できるので、これは2番目に流動性の高いタイプの勘定科目です。

	株式 この勘定科目は個別の株式と債券を追跡するために使用します。
株式勘定科目の記録簿には、投資した株式数・持分と価格を入力するための追加の列が存在します。
これらのタイプの資産は、買い手を見つけることができないなら、容易に現金には変換できません。また、支払った金額と同じ金額を得られることは保証されません。

	投資信託 投資信託を追跡するのに使用されることを除いて、これは株式勘定科目と同じです。
勘定科目記録簿には株式勘定科目と同じく株式数・持分と価格の情報を入力するための追加の列が存在します。
投資信託はさまざまな投資の持分を表します。そして、株式と同様に売却払戻金は保証されません。

	売掛金
これは通常、ビジネスだけで利用される勘定科目です。あなたに対する未払い債務を置きます。
これらは現金が支払われるの頼りにできるので、資産であると考えます。

	資産
どんなに多様な状況でも、GnuCashは容易にこれらを取り扱います。
グループカテゴリ(「資産」)は上に示されなかったすべての資産を取り扱います。
勘定科目は、それが作成された目的に関連している、発生した行動を追跡・記録するために使用される情報の保管場所です。
ビジネスでは、追跡および帳票を作成する活動は、これまでの説明より、頻繁かつよりきめ細かくなります。
これに関しての詳細についてはこのガイドの16章その他の資産の説明を参照してください。
個人の財務では、個人が管理する必要性がある財務上の資産の追跡活動と帳票の種類に役に立つようにすれば、ビジネスのグループ化に従っても、従わなくても構いません。
詳細についてはこのガイドの16章その他の資産を参照してください。



2番目の貸借対照表勘定は負債です。思い出してください。負っているもの、借りたお金であり、いつか支払うことが義務付けられます。
これらはあなたから返済を得ることができる貸し手の権利を表します。
負債残高を追跡することで、ある時点でどのくらいの負債があるかが分かります。
GnuCashには3種類の負債勘定科目タイプがあります。
	クレジットカード
この勘定科目は、クレジットカードのレシートを追跡し、クレジットカード明細書と照合するために使用します。
クレジットカードはクレジットカード会社に返済するのが義務付けられる短期借り入れを表します。
また、銀行からの融資などの他の短期借り入れにこのタイプの勘定科目を使用できます。

	買掛金 この勘定科目は、通常はビジネスだけで利用されます。まだ支払っていない請求を置きます。

	負債
このタイプの勘定科目は、他のすべてのローン、住宅ローンまたは自動車ローンなどの一般により大きい長期借り入れに使用します。
この勘定科目では、あなたがどのくらい借りているかと既にどのくらいかを返済したかに関して追跡を行うことができます。



ティップ
会計処理における負債は資産と反対の方法で機能します。
貸方(右欄の金銭的な価値入力)は負債の貸借残高を増加させます。そして、借方(左欄の金銭的な価値入力)は貸借残高を減少させます。
(本章の後にある注を参照してください)

最後の貸借対照表勘定は純資産です。これは「自己資本」と同義です。
それは資産から負債を引き算した後の残りを表します。よって、負債が全く無しで完全に所有している資産部分です。
GnuCashでは、この貸借残高が開始時の純資産を表すため、銀行の開始残高の源としてこのタイプの勘定科目を使用します。
GnuCashには単一の純資産勘定科目しかありません。このためごく自然に純資産と呼ばれます。
ティップ
純資産勘定科目では、貸方は貸借残高を増加させ、借方は貸借残高を減少させます。
(本章の後にある注を参照してください。)

注記
貸借対照表勘定とリンクする会計等式は資産=負債+純資産または、書き直すと資産-負債=純資産です。
一般的な言葉で言えば、所有しているものから借りているものを引いたものは自己資本と等しいです。


収益および費用勘定



収益とは、時間、サービス提供、お金の使用によって受け取る報酬です。
GnuCashでは、これらを追跡するために収益タイプ勘定科目を使用します。
ティップ
貸方は収益の貸借残高を増加させ、借方は減少させます。
「会計の概念」で説明しているように、貸方は勘定科目からの資金移動を表します。
よって、これらの特別な収益勘定科目では、収益勘定科目(貸方)から別の勘定科目まで資金移動すると、収益勘定科目の貸借残高は増加します。
例えば、給与振込を収益勘定科目から普通預金勘定科目までの資金移動として取引を記録する時は、両方の勘定科目の貸借残高が増加します。

費用とは、他の誰かによって提供された商品またはサービスを購入するのに使用するお金のことです。
GnuCashでは、費用を追跡するために費用タイプ勘定科目を使用します。
ティップ
借方は費用の貸借残高を増加させ、貸方は減少させます。
(本章の後にある注を参照してください。)

注記
ある期間の総所得から総経費を引き算すると、純利益になります。
そして、この純利益は純資産勘定科目の一種である内部留保として貸借対照表に追加されます。

次の画像は、新規勘定科目階層のセットアップアシスタント(アクション → 勘定科目の階層を新規作成...)で共通勘定科目集を選択した後に作成される、標準の収益と費用勘定科目です。
[image: デフォルト収益勘定科目]この画像が標準の収益勘定科目です



[image: いくつかのデフォルト費用勘定科目]この画像がいくつかの標準の費用勘定科目です





第4章 取引



本章ではGnuCashでの取引を理解し使用するために必要な基本的な情報を説明します。
勘定科目とは勘定科目表のフレームワークと構造であり、取引とは各勘定科目に入力されるデータです。
基本概念



GnuCashなどの複式記帳法会計システムにおける取引は2つ以上の勘定科目間の資金交換です。
したがって、一つの取引は常に少なくとも2つの部分、資金移動元および資金移動先勘定科目で構成されなければなりません。

資金移動元勘定科目は資金移動先勘定科目に金銭的な価値を渡しています。
会計士は、これらの取引の要素を帳簿記入と呼びます。
GnuCashではスプリットと呼ばれます。
例えば、給与を受け取り、銀行の普通預金口座に貯金するとします。
発生する取引は、銀行の普通預金勘定科目(資産)による収益勘定科目からのお金の受け取りです。
2つの勘定科目が影響を受け、この場合は純資産が純増します。
GnuCashで取引を処理する際は、勘定科目記録簿を使用して行います。
作成するすべての勘定科目は勘定科目記録簿を保持しています。
小切手帳を追跡する際に使用するログと非常に似ているので、それはなじみ深く見えるでしょう。


照合



通常は取引と銀行取引計算書を確認します。照合として知られている手順です。
GnuCashでは各取引の照合状況を追跡できます。
取引の照合状況は照合(R)欄に表示されます。
照は取引が照合されたことを示します。未は照合されていないことを示します。清は清算されたが、照合されていないことを示します。
照合欄をクリックすることで、未と清の間で照合状況を順番に切り替えることができます。
照合ウィンドウを使用して、それを照に設定することができます。
勘定科目ウィンドウの下端に、2つ(他にもあるかもしれませんが)の現状を表す貸借残高(清算済と照合済貸借残高)、および合計貸借残高があります。
前者は銀行口座にどのくらいのお金が存在しているかを表します。一方、後者には未決済の残存取引が含まれます。
例えば、何かに対して小切手を書くとき、取引をGnuCashに入力するべきです。
取引の照合欄には、初期値として未(未照合)が入力されます。
新規入力は合計貸借残高に影響を及ぼしますが、清算済、照合済貸借残高には影響を及ぼしません。
その後、小切手が換金されたと分かったら、清(清算済)に変更するために取引の照合欄をクリックします。
これを行うと、清算済貸借残高にこの金額が含まれるようになります。
銀行取引計算書が到着したら、後はGnuCashの照合ウィンドウで記録と計算書を比較します。
そこで、照合欄を照(照合済)に変えることができます。
注記
記録簿ウィンドウで照合を行うことはできません。照合ウィンドウを使用しなければなりません。
取引が照合済であるといったんマークされると、次回の照合の期首残高を壊さず変更することは容易ではありません。

照合ウィンドウ



照合ウィンドウは、銀行または他の機関から送られた計算書とGnuCashの勘定科目を照合するために使用します。
照合は、銀行での記録を再確認するだけではなく、残存取引(例えば、現金化されていない小切手)をより良く認識するために役に立ちます。
照合ウィンドウを使用するためには、勘定科目ツリーから勘定科目を選択して、アクション → 照合を選択します。
次のような照合情報の入力ウィンドウが表示されます。
[image: 照合ウィンドウ]初期照合ウィンドウ。



初期照合ウィンドウでは、いくつかの照合情報を入力する必要があります。
	計算書発行日
	照合する計算書の日付です。
ティップ
この欄の右側にある下向き矢印をクリックするとカレンダーが開きます。


	期首残高
	ここには前回の照合以降の残高が編集不可能な項目として表示されます。
これは計算書の期首残高と一致しているはずです。
注記
時々、GnuCashの期首残高が計算書と一致しないことがあります。
これは、ある勘定科目の初回の照合時、または以前に照合した取引の照合を解除したか削除した時に発生します。

勘定科目の初回照合時は、期首残高は0.00となります。それはおそらく勘定科目の開始残高ではないでしょう。
勘定科目を照合するとき、勘定科目の開始残高が照合に含まれるようにしてください。その結果として貸借残高が一致するでしょう。
以前に照合済とした取引を間違って照合解除してしまった場合は、現在の計算書の取引と併せてに、単に再照合してください。その結果として貸借残高が一致するでしょう。
以前に照合済とした取引を誤って削除した場合は一層の挑戦が必要です。
何が削除されたかを決定して、それを記録簿に復元できない限り、照合を終えるための疑似的な取引を作成しなければなりません。

	期末残高
	この欄には、計算書に載っている期末残高を入力します。
注記
勘定科目記録簿の下部に表示されている現在の貸借残高が、GnuCashによってこの欄に自動的に入力されます。


	子勘定科目を含める
	照合対象に、現在選択されている勘定科目の子勘定科目に属する取引を含める場合にこのオプションを選択してください。

	利払いの入力
	このボタンをクリックすると、照合する勘定科目に利子の取引を入力するための新しいウィンドウが開きます。
ティップ
銀行、クレジットカード、投資信託、資産、売掛、買掛、および負債タイプ勘定科目の場合、照合開始時に、利払いウィンドウが自動的に開くかもしれません。
前に列挙した勘定科目のすべてでこの動作を無効にする場合は、GnuCash
設定の記録簿タブで自動利子入力オプションのチェックを外してください。
選択した勘定科目のみでこの動作を無効にする場合は、利払いウィンドウでこの勘定科目では自動利払い入力を行わないがボタンを押してください。




そして、OKボタンをクリックすると、照合ウィンドウに取引一覧が表示されます。
[image: 照合ウィンドウ]照合ウィンドウの取引一覧。



入金と出金と呼ばれる2つの欄に、照合を行う勘定科目に属する未照合の取引が一覧表示されます。
照合列には、取引が清算されたか、または照合されたかについて表示されます。
今度は、銀行取引計算書の各項目を検査し、照合ウィンドウで一致している項目を探します。
見つけることができない取引が一つでもあるなら、取引を入力するのを忘れたか、または知らない取引が発生したのでしょう。
欠けている取引を入力するために、記録簿ウィンドウを開いてツールバーの新規ボタンか、メニュー項目の取引 → 新規を使用してください。
取引を入力した後にEnterボタンを押下すると、照合ウィンドウに新しい項目が表示されます。
照合ウィンドウで項目を見つけたら、項目の金額と計算書の金額を比較します。
それらが一致しない場合、GnuCashへ取引を入力したときに、間違えたのかもしれません。
取引を訂正するするために、記録簿ウィンドウを開いてツールバーの編集ボタンか、メニュー項目の取引 → 編集を使用してください。
金額が一致していたら、照合ウィンドウで項目をクリックしてください。
選択した取引の横にある照合列にチェックマークが表示されます。
GnuCashによって自動的に右下の要約部分の金額が更新されます。
ティップ
項目をスクロールするためには上下矢印キー、照合とマークするためにspaceキー、入金と出金欄を移動するためにTabキーを使用できます。

後は銀行取引計算書にある各項目に対してこれを繰り返します。銀行取引計算書の金額がGnuCashの金額と一致していることを確かめて、GnuCashで取引を照合済とマークします。
照合が終わった時には、照合ウィンドウの下部にある差分欄には0.00ドルと表示されているはずです。
他の金額が表示されているなら、取引が抜けているか、またはいくつかの金額がGnuCash上で不正確なのかもしれません。
(まず無いでしょうが、銀行が間違えたかもしれません。)
銀行取引計算書のすべての項目をマークして、差分が0.00ドルであることを確認したら、ツールバーの完了ボタンをクリックするかメニューの照合 → 完了を選択します。
照合ウィンドウが閉じます。
記録簿ウィンドウでは、照合済取引の照合欄が照に変化します。
まだすべての情報を受け取っていない場合は、単にに延期を押して、次の作業を続けてください。
照合列が、清算済(清)と表示されているか2つの取引を良く見てください。
これらはまだ照合されていませんが清算済とマークしたことでのこれらの2つの取引について確認しました。
勘定科目記録簿の下端にあるステータスバーを見ると、何が照合済で、何が清算済かの要約があります(清算済:USD
954.79,照合済:USD 0.00) 。
[image: 当座預金勘定科目]照合延期後の当座預金勘定科目。





予定取引



予定取引は、定期購読、保険または税金のように反復性があるお金の操作の入力を補助します。
予定取引を使用することによって、関係がある取引を一度入力するだけでよくなります。開始日、頻度、および少しの説明文のようないくつかのパラメータを設定すると、予定した取引の作成準備ができた時および作成した時にGnuCashによって通知されます。
このHow-Toでは、例として毎月20ドルのインターネット利用料を28日に支払うことを想定します。
GnuCashで予定取引を作成するには、元帳から作成または予定取引エディターの2つの方法があります。
元帳から作成



元帳で予定取引の初日を入力します。
この取引の資金移動欄では、次の画面のように費用:インターネットを入力します。
[image: 元帳から予定取引を作成:ステップ1]元帳から予定取引を作成:ステップ1



注記
費用:インターネット勘定科目を作成していなかったので、作成するためにGnuCashは入力を要求します。

次に、取引を右クリックし、予定取引を作成を選択します。
[image: 元帳から予定取引を作成:ステップ2]元帳から予定取引を作成:ステップ2



次のようなウィンドウが現れます:
[image: 元帳から予定取引を作成:ステップ3]元帳から予定取引を作成:ステップ3



値を入力しましょう。毎月28日に定期支払いが行われることが分かっています。手動で今月の入力を行ったため次回は来月に発生します :
[image: 予定取引へデータを入力]予定取引へデータを入力



OKボタンをクリックすると、取引が予定されます。
GnuCashは今この予定取引を記憶しました。そして、来月28日に、予定取引を実際に作成するかどうか尋ねるウィンドウがポップアップされます(このウィンドウのずっと下のスクリーンショットを見てください)。

エディターから予定取引を作成



予定取引を入力する別の方法は、予定取引エディターを使うことです。一度にいくつかの予定取引作成する場合、より素早く行うことができます。
メイン勘定科目ウィンドウのメニューバーから、アクション → 予定取引 → 予定取引エディターを選択してください。
次のような新しい予定取引タブが現在のGnuCashウィンドウに開きます。
[image: 空の予定取引タブ]空の予定取引タブ



このタブには (今は空ですが) すべての予定取引が一覧表示されます。
ツールバーにある新規ボタンをクリックして新しい予定取引を作成しましょう。
次のようなウィンドウが表示されます。
[image: 予定取引の編集 — 概要タブ]予定取引の編集 — 概要タブ



最初に、ウィンドウの一番上で、この新規の予定取引のための名前を入力しましょう。
注記
この名前は予定取引の編集ウィンドウで予定取引を識別するためだけのものであり、元帳には決して現れません。

概要タブのオプション部分には、4つのオプションがあります。
	有効
	予定取引の状態を設定します。

	自動的に作成する
	有効にすると、確認することなく取引を元帳に書き加えます(次を参照してください)。
必要なら作成されたら通知するオプションにチェックを入れることで、取引が作成された通知を受けることができます。

	前もって作成する
	取引があらかじめ何日前に作成されるかを設定します。

	前もって通知する
	通知があらかじめ何日前に行われるかを設定します。
これは、例えば、小切手で何かを支払わなければならないときに、期限の1週間前に小切手を送付できるように通知を行うために使用できます。



繰り返し部分ではこの予定取引がいつまで継続するかに関してGnuCashに設定できます。
例えば、ローンを返済しているなら、ローンの終了日または残りの返済回数を入力することができます。
今度は、予定取引の編集ウィンドウの頻度タブを選択します。
ここでは取引の時間に関するオプションを設定できます。
[image: 予定取引の編集—頻度タブ]予定取引の編集—頻度タブ



	頻度
	取引の基本的な頻度を1回、日、週、月2回、および月のオプションから設定します。
この例では、月に設定します。
注記
取引が発生する間隔を頻度のパターンに一覧表示されている以外に設定するためには、・・・ごとの設定を変更することで可能となります(以下を参照してください)。


	開始日
	取引が始まる時を設定します。
この例では、来月の開始日に設定します。

	・・・ごと
	このオプションで、頻度のパターンの値の倍数の間隔で取引の予定を作成できます。
例えば、3週間ごとに実行される取引を作成するためには、頻度を週に設定し、週ごとに3を設定します。

	日付と週末に重なったときは
	取引が予定されるのが月の何日であるか、および、それが週末に重なった場合にGnuCashがどのようにするかを設定します。



注記
毎月28日に定期支払いが行われることが分かっています。よって、開始日は2003年11月1日(11月が来月であると仮定します)です。頻度のパターンは月です。これで取引は毎月28日に行われます。
この例では勘定科目からインターネット料金の定期支払いを自動的に行います。前もって取引を作成する必要も、終了日を指定する必要も全くありません。

このタブの項目に入力すると、GnuCashによって、下部にあるカレンダーに将来の取引が行われる日がハイライト表示されます。
最後に、テンプレート取引タブを選択し、下部に取引を入力します。元帳へ入力する時との唯一の差異は日付を全く入力しないことです。 
今、ウィンドウは以下のようになります:
[image: 予定取引の編集—テンプレート取引タブ]予定取引の編集—テンプレート取引タブ



取引を有効化・記帳するために、記帳ボタンをクリックするのを忘れないでください。
次に
OKをクリックします。これで予定取引タブに戻ります。今は取引一覧に1個の項目が表示されているはずです。
[image: 入力された予定取引]入力された予定取引



ティップ
カレンダー部分をクリックすると小さなウィンドウがマウスの位置に表示され、その日に予定されている取引が表示されます。
小さなウィンドウを閉じるためには、再度クリックするだけです。

これで予定取引タブを閉じることができます。作業を保存してください。
注記
次の画像は単なる例であり、この段階で実際にGnuCashデータベースに入力されるわけではありません
この例では、予定取引が実行されるべき時に、次のようなダイアログが表示されます。

これから先、GnuCashを起動時、予定取引が実行されるときまたは入力が必要なときに、予定取引の操作が要約された前回起動時以降...ウィンドウが開きます。(リマインダ、
作成予定などのオプションに関する詳しい説明はGnuCashマニュアルを参照してください。)
[image: 予定取引リマインダポップアップ]予定取引リマインダポップアップ



必要なら予定取引の状態を変更するために状態列をクリックしてください。
次に、前回起動時以降...ウィンドウを閉じるためにOKボタンを押すだけで、保留していた操作が適用されます。
保留していた操作を元帳に入力しないなら、キャンセルを選択してください。
状態欄が作成予定に設定されていれば、普通預金勘定科目記録簿を参照したときに、取引が作成されたのが見つかるでしょう。
ティップ
前回起動時以降...ウィンドウの右下にある作成された取引を確認オプションを有効にすると、OKを押した後に、GnuCashは、予定取引が自動的に入力された、それぞれの勘定科目記録簿のタブを開きます。

注記
この段階で4月28日の取引を入力したら、ファイル → 開くを選択して、以前に保存したgcashdata_3
GnuCashファイルを選択することによって、最後に保存したGnuCashファイルに戻してください。



第5章 小切手帳



本章ではGnuCashで小切手帳を管理するために必要な基本的な情報を説明します。
小切手帳記録簿を管理することが財務を追跡する第1ステップです。GnuCashでの小切手記録簿の管理は、伝統的な紙の記録簿での管理よりはるかに簡単です。
理由の一つとして、4章取引で説明したように、GnuCashには自動補完機能があるため、一般的な取引のデータ入力を実用的に行うことができます。
また、GnuCashは各勘定科目の現行の貸借残高を保持しているため、勘定科目を照合することが簡単になります。
さらに、複式記帳法は出金に資金移動先の勘定科目が必要なため、費用を説明できます。そして、異なった分野にどれだけお金を費やしたかが容易に分かります。
いったん当座預金や他の銀行口座にGnuCashを使用ことに満足すると、他の金融勘定を追跡したくなるでしょう。
6章から9章では他の勘定科目を管理する手法を説明します。
勘定科目のセットアップ



小切手帳を管理するための第1ステップは、必要な勘定科目をセットアップすることです。
デフォルトのGnuCash勘定科目を使用することも、自分自身でセットアップすることもできます。
どのように新規勘定科目をセットアップするかに関しては「基本最上位勘定科目」を参照してください。
別のプログラムから勘定科目をインポートする手順についてはGnuCashマニュアルを参照してください。
必要になると思われる銀行勘定科目から始めましょう。
追跡したいと考える実在の銀行口座それぞれに対して1個のGnuCash銀行タイプ勘定科目が必要となります。
自身で勘定科目をセットアップするか、またはデフォルトGnuCash勘定科目を使用しているかに関わらず、それぞれの銀行勘定科目に対して必ず開始残高の取引を作成してください。
この金額を得る最も簡単な方法は、直近の銀行計算書の残高を開始残高として使用することです。
新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの途中にある勘定科目情報ウィンドウで入力するか、または、手動で取引を直接勘定科目に入力することができます。
手動で取引を入力するためには、開始残高勘定科目(タイプ:純資産)から銀行勘定科目までの資金移動を入力してください。
追跡する典型的な銀行勘定科目は次の通りです。
	当座預金-小切手を書く権利を提供するための制度化された口座です。

	普通預金-利付きの制度化された口座です。通常は当座預金より長い期間お金を貯蓄します。



これらの銀行勘定科目に影響する共通な取引は、出金と入金です。
出金は銀行勘定科目からお金が出て行き、通常は費用勘定科目に資金移動されます。
入金は銀行勘定科目へお金が入って来て、通常は収益勘定科目から資金移動されます。
お金がどこから来てどこへ行くのかを追跡するためには、収益と費用勘定科目をセットアップする必要があります。
取引の釣り合いを保つためには、合計金額が同じになるように、少なくとも一つのある勘定科目から、少なくとも一つの他の勘定科目まで資金移動する必要があることを忘れないでください。
よって、当座預金勘定科目に入金するなら、資金移動元の勘定科目を入力しなければいけません。
また、当座預金勘定科目から支払いを行うなら、資金移動先の勘定科目を入力しなければいけません。


出金の入力



いかなる理由であろうとも、銀行口座からお金を引き出す時は、銀行口座から他の場所への資金移動です。
GnuCashでは、他の場所も勘定科目として追跡します。
支出に関してより詳細な勘定科目を作成して使用すればするほど、お金がどこに行くのかに関して詳しい情報を得ることができます。
出金は多くの形態を取ります。
ATM(現金自動預払機)での出金は最も一般的な取引の一つです。
請求書の支払い、商品の購入または慈善の寄付のために小切手を書くことも、出金の一つの方法です。
取引銀行によりますが、口座から預金を引き出すために、銀行がサービス手数料を取るかもしれません。
他の口座へのお金の振り替えも出金です。
GnuCashでこれらの各種出金をどのように記録するか詳しく見てみることにします。
ATM/現金での出金



現金の出金は銀行勘定科目から現金勘定科目までの資金移動として扱われます。
GnuCashには現金での購入を追跡する専用の現金タイプ勘定科目があります。よって、ATMや他の現金の出金を記録するためには現金勘定科目をセットアップしてください。
現金勘定科目では、詳細に関して異なるレベルで使用することができます。
基本レベルでは、当座預金勘定科目から現金勘定科目まで単に資金移動するだけです。
これでは、ある日にいくらの出金があったのか分かりますが、何にお金を費やしたかは分かりません。
もう少し手間をかけて、現金で購入した物も記録するために現金勘定科目を使用し、何にお金を費やしたかを知ることができます。
現金勘定科目から費用勘定科目までの資金移動としてこれらの買い物を記録します。
幾ばくかの人は現金での買い物を毎回記録しますが、これは多くの手間がかかります。
より簡単な方法は、レシートを持っている買い物を記録し、次に財布にある金額と合うように勘定科目の貸借残高を調整することです。
出金のために少なくとも一つの現金勘定科目をセットアップするのは名案です。
お金を何に費やしたかまで追跡すると決めたら、お金を費やした取引を入力します。
使用したい詳細のレベルを決定します。


勘定科目の照合



GnuCashによって銀行口座と毎月の銀行計算書との照合がより簡単になります。
毎月の銀行計算書と取引を照合する手順については「照合」を参照してください。
照合作業は毎月実施しなければならない主な作業です。
作成した他のすべての勘定科目を照合するのでしょうか?
これらの勘定科目も照合するべきでしょうか?
勘定科目に関する計算書を受け取る場合は、勘定科目の照合を考えるべきです。
例としては、当座預金計算書、普通預金計算書およびクレジットカード使用明細書などが含まれます。
クレジットカード使用明細書およびクレジットカード取引に関しては6章クレジットカードで説明します。よってGnuCashでクレジットカードを追跡するのに関心があるなら、そこで説明されている手順を参照してください。 
収益および費用勘定科目は通常は照合しません。なぜなら確認する計算書が無いからです。
同じ理由で現金勘定科目も照合する必要はありません。
もっとも、現金勘定科目に関しては、実際の手持ち現金と現金勘定科目の貸借残高が一致するように、時々貸借残高を調整したいと考えるでしょう。
貸借残高を調整する方法は次の項で説明します。

第6章 クレジットカード



本章ではGnuCashを使用して、クレジットカードを管理する方法を説明します。
概念



毎月クレジットカード会社に小切手を切るか電子決済を行うので、クレジットカードの請求を費用として考える人がいるかもしれません。しかし、本当は費用ではありません。
なぜでしょう?
クレジットカードによる会計は短期借り入れです。買い物を行う時はその短期借り入れを使用します。最終的にお金を返済しなければならない時、しばしば(金融手数料として)利子が発生します。
クレジットカードで行った買い物は費用です。
クレジットカードでの取引を入力する場合には、2種類のオプションが存在します。希望する詳細レベルに合うものを選択してください。
最も単純な方法は、クレジットカード会社への毎月の支払いを単に追跡することです。
銀行勘定科目から、クレジットカード費用勘定科目に1カ月あたり1回の資金移動を入力します。
これにより毎月クレジットカード会社に支払う金額は分かります。しかし、クレジットカード未払い残高やクレジットカードでの買い物に関する情報は少しも分かりません。
GnuCashでクレジットカードを追跡するより完全な方法は、買い物と支払いをそれぞれ別の取引で入力することです。
クレジットカード勘定科目記録簿を使用して、その月を通じてずっとレシートを入力します。
クレジットカード明細書が到着したら、明細書とクレジットカード勘定科目を照合します。そして返済を当座預金勘定科目からクレジットカード勘定科目までの資金移動として入力します。
この方法を使うと、その月を通じて、残高に関するより多くの情報を知ることができ、照合の際にどんな差分も分かります。しかし、より多くのデータを入力しなければいけません。


まとめ



さまざまな取引の背景にある基本的な考え方を説明したので、無事にGnuCashを使用してクレジットカードを追跡することができるようになりました。では例を通じてみてみましょう。
この例では、クレジットカードで買い物をし、そのうち2つの買い物を返金します。未払い残高に対する利子の請求を受けます。クレジットカード勘定科目を照合します。最後に、クレジットカードの部分的な支払いを行います。
GnuCashファイルを開く



最初に、保存した前のデータファイルgcashdata_5を開き、直接gcashdata_6として保存します。
メインウィンドウは次のようになります。 
[image: 開始時の勘定科目構造]まとめの例で使用するクレジットカードを追跡するための開始時の勘定科目構造




購入



Visaカードを使用していくつかの買い物をしましょう。
最初にGreasy Spoon Cafeから25ドル分の食品を購入します。Faux Pas
Fashionsから100ドル分の衣料品を購入します。Premium Gasolineから25ドル分のガソリンを購入します。Groceries R
Usから125ドル分の食品と雑貨を購入します(85ドルの食品と40ドルの雑貨でスプリットします)。そして最後にCheapMartから60ドル分の雑貨を購入します。
また、前の章での練習を繰り返すために、4月3日に1着のジーンズを74.99ドルで購入して、それらをその2日後に返金します。
クレジットカード負債勘定科目の記録簿ウィンドウは次のようになります。
[image: 最初のクレジットカードでの購入]最初のクレジットカードでの購入




返金



ここで、4月11日にFaux Pas Fashionsから買った衣服を4月15日に返品します。返金はクレジットカードに行われます。
100ドルの金額でクレジットカード返金取引を入力します。
購入時に使用した勘定科目と同じ資金移動勘定科目を使用するのを忘れないでください。そして、支払欄に金額を入力します。
GnuCashにより自動的に名前と資金移動勘定科目が補完されます。また、自動的に請求欄に100ドルが入力されます。
このため支払欄に金額を再入力する必要があります。
取引は次のようになります。
[image: 商品返品取引]Faux Pas Fashionsへの衣服の返品と、クレジットカードへの返金。




利子の請求



残念なことに、クレジットカードを使用した月の後には、郵便またはインターネットを通じたオンラインアクセスでクレジットカード請求書が到着します。
前月から繰り越した未払い残高のため、4月の最終日に利子として20ドル請求されます。
これは費用としてクレジットカード勘定科目に入力します。
[image: 利子請求]利子請求




照合



クレジットカード請求書が到着した時には、クレジットカード明細書とクレジットカード勘定科目と照合するべきです。
これはGnuCashに内蔵されている照合機能を利用して行います。
クレジットカード勘定科目を選択してハイライトし、アクション → 照合を選択します。
照合手順は「照合」で詳細に説明されていますが、ここでも作業を通して実行します。
この例では、クレジットカード明細書が5月1日に締め日となり、455ドルの期末残高があると仮定します。
これらの値を次のように最初の照合ウィンドウに入力します。
[image: 最初の照合ウィンドウ]最初の勘定科目照合ウィンドウ



照合作業では、勘定科目内の各取引を点検し、取引がGnuCash勘定科目とクレジットカード明細書の両方に存在することを確認します。
例えば、次の画像では、GnuCash勘定科目とクレジットカード明細書の間に300ドルの差分があります。
[image: メイン照合ウィンドウ]300ドルの差分を表示しているメイン勘定科目照合ウィンドウ



何らかの調査を行って、3月5日にクレジットカード会社へ済ませた300ドルの支払いを入力し忘れていたことが分かりました。この銀行勘定科目からクレジットカード勘定科目への支払い取引を入力しなければいけません。
これにより、クレジットカード明細書と
GnuCash勘定科目は照合され、期末残高は455ドルになります。

支払い



クレジットカード勘定科目の照合を完了したら、クレジットカード会社へ支払いを済ませる必要があります。
この例では、455ドルの負債がありますが、今月もまた、300ドルの部分支払いを行います。
そのためには、銀行勘定科目からクレジットカード勘定科目まで300ドルの取引を入力します。クレジットカード貸借残高は155ドルまで減少します。
クレジットカード勘定科目記録簿は次のようになります。
[image: 照合と支払い]勘定科目照合と支払いの後の勘定科目記録簿。



メインウィンドウに戻ってファイル(gcashdata_6)を保存します。
勘定科目表は着実に成長しています。そして、次のようになります。
[image: GnuCashメインウィンドウ]勘定科目照合と支払いの後のGnuCash勘定科目表




ファイルの保存



最後にGnuCashデータファイル(gcashdata_6)を保存します。

帳票



前の章と同じように、キャッシュフロー帳票および取引出納帳を見てみましょう。
      
	最初に、3月分のVisa負債勘定科目のキャッシュフロー帳票を見ましょう。
帳票 → 収益・費用 → キャッシュフローでキャッシュフロー帳票を選択します。
          
[image: 3月のキャッシュフロー帳票]この画像が6章クレジットカードの後のキャッシュフロー帳票です。




	今度は、Visa勘定科目に関連する取引帳票を見ましょう。
          
帳票 → 取引出納帳で取引出納帳を選択します。
          
[image: 3月/4月のVisa勘定科目に関する取引出納帳]この画像は3月/4月のVisa勘定科目に関する取引出納帳です。
                




	今度は、さまざまな費用勘定科目のみを表示する取引出納帳に変更しましょう。
          
[image: 4月の費用勘定科目の取引出納帳]この画像は、4月のさまざまな費用勘定科目取引出納帳です。
                








計算



ローン債務償還計画、定期返済額、総支払額、または利率に関して決定することは、少し複雑です。
GnuCashには、この種の計算を容易にするための、内蔵の財務計算機があります。
財務計算機にアクセスするためには、ツール → 財務計算機を選択してください。
[image: 財務計算機]GnuCash財務計算機



財務計算機は、支払期間、利率、現在価値、定期的支払額、将来価値のうち4つのパラメータを与えると、残りの一つを計算します。
複利計算方法と支払い方法も指定する必要があります。
	支払期間 - 返済期間の回数です。

	利率 - ローンの表面利率、すなわち実質年率です。

	現在価値 - ローンの現在の価値、すなわち借りているローンの現在額です。

	定期的支払額 - 単位期間あたりに支払う金額です。

	将来価値 - ローンの将来の価値、すなわちすべての返済期間が終わった後に借りている金額です。

	複利 - 離散と連続の2つの複利計算方法が存在しています。
離散複利計算の場合はポップアップメニューで離散的な複利計算の頻度を選択します。毎年から毎日までの変動幅があります。

	期間 - ポップアップメニューで、毎年から毎日までの頻度のパターンから支払い頻度を選択します。
支払いが初日に発生するか、または末日に発生するかも選択します。
支払期間の初日に支払いを行う場合は、これまでに支払いを行った金額、またはまだ借りている金額と同じように利子が適用されます。



例: 毎月払い



100,000ドルを30年間、4%の固定金利、毎月の複利計算で毎月払いにした時、毎月の支払額はいくらでしょうか?
この例のシナリオでの画像は前のようになります。
この計算を実行するために、支払期間に360(12カ月x30年間)を入力、利率に4を入力、現在価値に100000を入力、定期的支払額に何も入力しない、将来価値に0を入力します(ローンの終了のときに何も借りていません)。
複利の設定は離散、毎月にします。期間の設定は末日、毎月にします。
そして支払合計の横にある計算ボタンを押します。
定期的支払額に-477.42が表示されます。
答え: 毎月払い金額は477.42ドルになります。

例: ローンの期間



20,000ドルのローンを返済するのに、10%の固定金利、毎月の複利計算、1カ月あたり500ドル支払うなら、どれくらいの期間がかかるでしょうか?
この計算を実行するためには、支払期間を空白にします。利率に10を入力します。現在価値に20000を入力します。定期支払額に-500を入力します。そして将来価値に0を入力します(ローンの終了のときに何も借りていません)。
複利の設定は離散、毎月にします。期間の設定は末日、毎月にします。
そして支払合計の横にある計算ボタンを押します。
支払期間に48が表示されます。
答え: 4年(48カ月)後にローンを完済します。

発展: 計算の詳細



財務計算機で使用される数式を説明するためには、まず、いくつかの変数を定義しなければいけません。



 n  == 支払期間の数

 %i  == 表面利率、NAR

 PV  == 現在価値

 PMT == 定期支払額

 FV  == 将来価値

 CF == 1年あたりの複利計算の頻度

 PF == 1年あたりの支払い頻度



CFとPFの標準の値はそれぞれ次の通りです。

   1   == 毎年

   2   == 年2回

   3   == 年3回

   4   == 四半期ごと

   6   == 2カ月ごと

   12  == 毎月

   24  == 月2回

   26  == 隔週

   52  == 毎週

   360 == 毎日(360)

   365 == 毎日(365)


      
表面利率と実効利率の間の変換



n、PV、PMTまたはFVを求める時には、最初に表面利率(i)を、支払いの期間あたりの実効利率(ieff)に変換しなければなりません。
このレート(ieff)は、後に選択された変数を計算するのに使用されます。
iを求める時には、計算によって実効利率(ieff)を求めます。
したがって、iからieffまで変換する機能とieffからiまで計算する機能が必要です。


iからieffまで変換するためには次の式を使用します。

離散的な利率:     ieff = (1 + i/CF)^(CF/PF) - 1

連続的な利率: ieff = e^(i/PF) - 1 = exp(i/PF) - 1



ieffからiまで変換するためには次の式を使用します。

離散的な利率:      i = CF*[(1+ieff)^(PF/CF) - 1]

連続的な利率: i = ln[(1+ieff)^PF]

注記
注意:
以降で説明する、金融取引のための方程式では、すべての利率が実効利率「ieff」です。
簡潔にするために、文字では単に「i」と表記します。


基本的な財務方程式



一つの方程式が基本的に5個すべての変数を関連付けます。
これは基本的な財務方程式として知られています。


PV*(1 + i)^n + PMT*(1 + iX)*[(1+i)^n - 1]/i + FV = 0

ここでXは次を表します。



   X = 0 : 支払期間の終了時

   X = 1 : 支払期間の開始時

この方程式からそれぞれの変数を求める関数が導き出されます。
この式を求める方法の詳細についてはGnuCashソースコードのファイルsrc/calculation/fin.cにあるコメントを参照してください。
後の方程式を読むのをより簡単にするために、変数A、B、およびCを最初に定義します。


A = (1 + i)^n - 1

B = (1 + iX)/i

C = PMT*B



n = ln[(C - FV)/(C + PV)]/ln((1 + i)

PV = -[FV + A*C]/(A + 1)

PMT = -[FV + PV*(A + 1)]/[A*B]

FV = -[PV + A*(PV + C)] 



利率のための解は2つの場合に分かれます。

PMT===0 の場合は簡単で、解は次のようになります。

i = [FV/PV]^(1/n) - 1

PMT!=0の場合は非常に複雑であり、ここで記述することはできません。
PMT!=0の場合、正確に求めることができる関数があるのではなく、利率を決定するに反復演算が必要となります。
詳細な説明はsrc/calculation/fin.cソースファイルを参照してください。

例: 毎月払い



「例: 毎月払い」を再計算してみましょう。今回は財務計算機ではなく数式を使用します。
100,000ドルを30年間、4%の固定金利、毎月の複利計算で毎月払いにした時、毎月の支払額はいくらでしょうか?
最初に変数を定義します。 n = (30*12) = 360 、 PV = 100000、 PMT = 未知、 FV = 0、 i =
4%=4/100=0.04、 CF = PF = 12、 X = 0 (支払期間の終了時)。
第2ステップでは、表面利率(i)を実効利率(ieff)に変換します。
利率は離散的な毎月複利のため、次のようになります。
ieff = (1 + i/CF)^(CF/PF) - 1 = (1 + 0.04/12)^(12/12) - 1 = 1/300 =
0.0033333。
次は、AとBを計算します。
A = (1 + i)^n - 1 = (1 + 1/300)^360 - 1 = 2.313498。
B = (1 + iX)/i = (1 + (1/300)*0)/(1/300) = 300。
AとBを使って、PMTを計算します。
PMT = -[FV + PV*(A + 1)]/[A*B] = -[0 + 100000*(2.313498 + 1)] / [2.313498 *
300] = -331349.8 / 694.0494 = -477.415296 = -477.42。
答え: 毎月払い金額は477.42ドルになります。



住宅または自動車の売却(How-To)



GnuCashで家の売却を記録する場合には、いくつかの異なる方法があります。
ここではそれらのうち二つを説明します。一つは購入金額と売却金額だけを入力する方法です。
もう一つは、不動産市場の上下に追従して、その間のさまざまな未実現利益を記録する方法です。

単純な取引



この方法では、適切な売却金額を記録するだけです。
住宅を売却する2通りの例を見てみましょう。一つは利益が伴い、もう一つは損失が伴います。
自動車を代わりに売却したい場合は、単に住宅勘定科目が自動車勘定科目に変わるだけです。


-資産

  -固定資産

    -住宅

  -流動資産

    -普通預金

-収益

  -長期資本利得

    -住宅



	大昔に300,000ドルで家を買いました。それを600,000ドルで売却する方法を管理します。
これをどのように記録しますか?
これを記録するためには、600,000ドル銀行勘定科目を増加させ、600,000ドル他の勘定科目を減少させる必要があります。
住宅勘定科目には住宅を購入した金額である300,000ドルしかありません。よってこの金額を銀行勘定科目に資金移動します。
それでは300,000ドル足りません。
この金額は収益:長期資本利得:住宅勘定科目から取り出します。
銀行勘定科目 (資産:流動資産:普通預金)
に入力するスプリット取引は次のようになります。
表7.3 利益を伴う資産 (住宅) の売却
	勘定科目	増加	減少
	資産:流動資産:普通預金	600,000ドル	 
	資産:固定資産:住宅	 	300,000ドル
	収益:長期資本利得:住宅	 	300,000ドル






	大昔に300,000ドルで家を買いました。しかし、新しい空港ができたため230,000ドルでしか売却できませんでした。
これをどのように記録しますか?
これを記録するためには、230,000ドル銀行勘定科目を増加させ、230,000ドル他の勘定科目を減少させる必要があります。
住宅勘定科目には住宅を売却した金額より多い300,000ドルあります。
したがって、銀行勘定科目に230,000ドル資金移動します。
この後にも住宅勘定科目には70,000ドル残っており、それを取り除く必要があります。
そのためには収益:長期資本利得:住宅勘定科目に資金移動します。これは損失を意味します。
住宅勘定科目 (資産:固定資産:住宅)
に入力するスプリット取引は次のようになります。
表7.4 損失を伴う資産 (住宅) の売却
	勘定科目	増加	減少
	資産:固定資産:住宅	 	300,000ドル
	資産:流動資産:普通預金	230,000ドル	 
	収益:長期資本利得:住宅	70,000ドル	 









より複雑な取引



この例では、より複雑な会計原則に少し触れます。
この項目に関する詳細については、9章資本利得を参照してください。
ここで触れるのは、正確に住宅の現在価値を評価していた場合だけです。
他の場合 (過剰評価、過少評価) については、9章資本利得を参照してください。


-資産

    -固定資産

        -住宅

            -購入価格

            -未実現利益

    -流動資産

        -普通預金

-収益

    -実現利益

        -住宅

    -未実現利益

        -住宅



大昔に300,000ドルで家を買いました。そして、長い間、市場を良く見続けており、住宅の推定現在価値の記録を更新していました。
それを売却する時、現在の市場価格が600,000ドルであると決めました。 
600,000ドル (見積市場価格) と300,000ドル (購入価格) の差が現在の未実現利益です。
したがって、資産:固定資産:住宅:未実現利益勘定科目の貸借残高は300,000ドルです。
売却する取引をどのように記録しますか?
これを記録するためには、600,000ドル銀行勘定科目を増加させ、600,000ドル他の勘定科目を減少させる必要があります。
最初に、収益勘定科目で未実現利益から実現利益に変更しなければいけません。
そして全額を資産:固定資産:住宅子勘定科目から資金移動する必要があります。
収益:実現利益:住宅勘定科目に入力する取引は次のようになります。
表7.5 利益を伴う資産 (住宅) の売却
	勘定科目	増加	減少
	収益:実現利益:住宅	300,000ドル	 
	収益:未実現利益:住宅	 	300,000ドル





資産:流動資産:普通預金勘定科目に入力する取引は次のようになります。
表7.6 利益を伴う資産 (住宅) の売却 その2
	勘定科目	増加	減少
	資産:流動資産:普通預金	600,000ドル	 
	資産:固定資産:住宅:購入価格	 	300,000ドル
	資産:固定資産:住宅:未実現利益	 	300,000ドル





これらの取引を記録した後、住宅資産勘定科目が0になります。普通預金勘定科目は600,000ドル増加します。そして、収益:実現利益が300,000ドルまで増加します。


未作成のローン文書





 -Entering a Payment Schedule

     -Monthly Payments (How-To)

     ---See the Mortgage assistant

     ----ARM 10/1 means 10 year fixed interest rate, then changes every year

     ----ARM 10/3 means 10 year fixed interest rate, then changes every third year

     -Final Payment (How-To)

     ---Same as a normal payment, but you get the figures from the bank

     ---How to fix 10 amortization and then a final bulk payment setup?



 -Putting It All Together




第8章 投資



本章では、GnuCashで投資を管理する方法を説明します。
ほとんどの人々が投資計画を持っています。それは単に定期預金口座にお金を預けるだけかもしれません。仕事場で会社が後援している計画を通じた投資かもしれません。または、証券会社を通した有価証券の売買であるかもしれません。
GnuCashは、所有している株価の変更を記録する価格エディターなどのような、これらの投資を管理するのを助けるツールを提供します。
基本概念



投資とは、収益を生むという望みで購入するもの、または支払った以上の価格で将来売却することを望んでいるものです。
この簡単な定義を使用して、多くのものを投資であると考えることができます。
住んでいる住宅、貴重な絵、公開企業の株式、銀行の普通預金口座、または譲渡性預金などです。
本章ではGnuCashを使用して、これらの多くのタイプの投資をどのように追跡するかに関して説明します。
専門用語集



具体的に投資を説明する前に、投資の専門用語集を提示するのは役立ちます。
次に提示された用語は、投資の基本概念のいくつかを表します。
これらの用語でなじみ深くなるのは、名案です。少なくとも、後の節でなじみのない単語に遭遇したら、このリストに戻って参照してください。
	資本利得は投資の買値と売値の差異です。
売値が買値より低い場合は資本損失と呼ばれます。
実現利益/損失とも呼ばれます。

	手数料は有価証券を購入または売却するために証券会社に支払う料金です。

	普通株は、会社のある一定分割所有を表す担保です。
これは、公開市場で会社の「株を買う」ときに買うものです。
資本金とも呼ばれます。

	複利は、再投資された利子が後にそれ自身の利子 (孫利子) を生じるという概念です。


	配当は会社が株主に行う現金支払いです。
この支払総額は、会社の利益総額のいくらかとして決定されるのが通例です。
すべての普通株が配当を行うわけではないことに注意してください。

	資本は投資家が何かの一部 (または、全体) 所有者になるための投資です。
これには会社の普通株や不動産が含まれます。

	利子は借手が借りたお金を利用するために、貸し手を支払うお金です。
通常、これは1年あたりの元本の割合で表現されます。
例えば、1%の利子が付く普通預金口座(あなたが貸し手で銀行が借手になります)では、1年単位で保持している100ドルごとに1ドル支払われます。

	流動性は投資がどれくらい容易にお金に交換可能であるかに関する指標です。
普通預金口座にあるお金は非常に流動性が高いです。一方、住宅に投資されたお金は、住宅を売却するには時間がかかるので流動性が低いです。

	元本は、投資されるか、借りた元の金額です。

	
未実現利益/損失とは、(実現利益/損失に対して)まだ実際には発生していない資産価格の対価として発生する利益または損失です。
実際に資産を売却するときに利益/損失が発生します。
関連項目として資本利得/損失を参照してください。

	リターンは投資の総収益と、資本利得または損失の合計です。
関連項目として利回りを参照してください。

	リスクは、投資収益率が予想と異なる可能性です。
投資は低リスク (普通預金口座、政府債) から高リスク (普通株、ジャンク債) まで段階的に分類されます。
経験的には、リスクが高ければ高いほど可能なリターンはより高くなります。

	株主は、会社の普通株を保有する人です。

	株式分割は、既存の株式の持分に対し、会社がいくらか追加で複数の株式を発行する時に発生します。
例えば、「1株に付き2株の割合をもって分割する」株式分割は、100株の持分を所有している場合、無料で追加100株を受け取ります。
持分の単価が調整されるので、価値の純変化は全くありません。よってこの例では、1株あたりの株価は半分になります。

	評価とは、投資を「合理的な時間枠」内で売却した時の、市場価値または価格を決定する手続きです。

	利回りは投資から得る金額の基準です (すなわち、投資からどのくらいの収益を受け取るかです)。
通常、これは元本に対する割合で表します。
利回りは、資本利得または資本損失を含みません。(収益を参照してください)。
例 :
100ドルの普通株で1年あたり2ドルの配当が支払われる場合、2%の利回りがあります。




投資のタイプ



利用可能ないくつかの広いタイプの投資、およびそれぞれのタイプの例を次に示します。
	利付き口座または手形
通常、このタイプの投資はお金に即時アクセスすることができ、毎月預金した金額に基づいて利子が支払われます。
例としては普通預金口座 (およびいくつかの利付き当座預金口座) および証券会社の現金口座です。
これは非常に低いリスクの投資です。米国ではこれらの口座で発生する損失に対して特定の上限までは保証されます。
時には、利付き投資は据置期間があります。
このタイプの投資は、設定した資本回収率で受け取るためには、一定期間お金を投資することを約束する必要があります。
通常は、約束をより長くすれば、利率がより高くなります。
満期日の前に解約するなら、通常は中途解約違約金を支払わなければなりません。
これは比較的低いリスク投資です。
例としては、定期預金またはいくつかの政府債です。
他のタイプの債券は発行者の「信用格付け」の等級により、より高いリスクに基づいて、より高い利回りを得ることができます。

	株式と投資信託
これは会社の実効的な共有者になることに対する投資です。
通常、公開取引される株式に関しては期間制限は全くありません。しかしながら、株式保有期間に応じて、資本利得に対して支払う税率に変更があるかもしれません。
また、株式は一般的にかなり流動性があります。比較的素早くお金にアクセスできます。
将来の株価に関して無保証のため、この投資はより高いリスクがあります。
投資信託は、同時に多種類の株式を購入する団体投資の仕組みです。
例えば、「スタンダード&プアーズ500種株価指数ファンド」は、スタンダード&プアーズ株式指数に組み込まれた500すべての株式を購入する投資信託です。
この投資信託の持分を購入する時、本当は投資信託の中に含まれている500種類の株式それぞれを少量ずつ購入しています。
投資信託は、税金と会計処理の両方で、1種類の株式と全く同様に取り扱われます。

	固定資産
時間がたつにつれて評価額が増加する資産は、投資の別の形式です。
例えば、住宅、土地の区画または貴重な絵などです。
この種の投資は売却するまで評価額を決定するのが非常に困難です。
これらの資産を売却する時の税金関係は商品によってさまざまです。
例えば、主要な居住場所であれば住宅の売却時に税の軽減を受けることができるかもしれません。しかし、高価な絵に関しては税の軽減は受けることができないでしょう。
固定資産への投資は9章資本利得および11章減価償却で説明します。
通常、購入と売却の取引を記録すること以外、固定資産への投資のための会計処理はそれほど多くありません。






株式の売却



投資を売却する場合は、売却総額を取引の価格を売却欄に入力し株式数・持分欄に負の値を入力することを除けば、購入する場合と同様に行うことができます。
売却による正味手取額は株式勘定科目から、銀行勘定科目または証券会社の勘定科目まで資金移動をしなければいけません。
株式売却を適切に記録するためにはスプリット取引を使用しなければいけません。
スプリット取引では利益 (または損失) を収益:資本利得
(または費用:資本損失) 勘定科目からの資金移動として会計処理をしなければいけません。
収益の釣り合いを保つためにはスプリット取引で株式資産を2回入力する必要があります。
1回は実際の売却を記録します (正しい株式数と1株あたりの正しい売却価格を使用します)。1回は得られた収益の釣り合いを保つためです
(株式数と1株の価格を両方とも0に設定します)。
スプリット取引体系を次に示します。記号NUM_SHARESは売却する株式数です。SELL_PRICEは売却した株式の単価です。GROSS_SALEは株式を売却した総額で、NUM_SHARES*SELL_PRICEと等しくなります。
PROFITは売却のときに得た利益です。
COMMISSIONSは株式売買管理手数料です。
NET_SALEは、売却により受け取った正味の金額で、GROSS_SALE - COMMISSIONSと等しくなります。
表8.1 スプリット取引を使用した株式売却
	勘定科目	株式数・持分	株価	合計 購入	合計 売却
	資産:銀行	 	 	NET_SALE	 
	資産:株式:SYMBOL	-NUM_SHARES	SELL_PRICE	 	GROSS_SALE
	資産:株式:SYMBOL	0	0	PROFIT	(損失)
	収益:資本利得	 	 	(損失)	PROFIT
	費用:手数料	 	 	COMMISSION	 




資本利得 (または損失) として株式の売却を記録する場合の詳細に関しては9章資本利得および11章減価償却を参照してください。
例 - 利益を得る株式売却



例として、1株あたり20ドルで100株の株式を購入したとします。後に1株あたり36ドルでそれらをすべて売却します。
前に説明したスプリット取引では、PRICEBUYは20ドルです (元の株価)。NUM_SHARESは100で、TOTALBUYが2,000ドルです
(元の購入価格)。 GROSS_SALEは3,600ドルです。最後に、PROFITは1525ドルです
(GROSS_SALE-TOTALBUY-COMMISSION)。
表8.2 スプリット取引を使用した株式売却
	勘定科目	株式	価格	購入	売却
	資産:銀行	 	 	3,525.00	 
	資産:株式:SYMBOL	-100	36.00	 	3,600.00
	資産:株式:SYMBOL	0	0	1,600.00	 
	収益:資本利得	 	 	 	1,600.00
	費用:手数料	 	 	75.00	 




[image: 株式売却の例]利益を得る株式売却の例です。
1株あたり20ドルでAMZN株を100株購入して、36ドルで売却しました。



[image: 株式売却の例]利益を得る株式売却例の勘定科目ツリーの画面。 




例 - 損失を伴う株式売却



例として、1株あたり100ドルで100株購入し、後に1株あたり50ドルですべて売却したと仮定します。
スプリット取引でPRICEBUYは100ドルです (元の株価)。NUM_SHARESは100です。TOTAL_BUYは10,000ドルです
(元の購入価格)。(損失) は5,000ドルです。最後に、GROSS_SALEは5,000ドルです。
手数料は100ドルであったと仮定します。
表8.3 スプリット取引を使用した損失を伴う株式売却
	勘定科目	株式	価格	購入	売却
	資産:銀行	 	 	4,900.00	 
	資産:株式:SYMBOL	-100	50.00	 	5,000.00
	資産:株式:SYMBOL	0	0	 	5,000.00
	収益:資本利得	 	 	5,000.00	0
	費用:手数料	 	 	100	 




損失を入力する時に、正の数として購入欄に入力したり、負の数として売却欄にを入力したりすると、GnuCashはもう片方の欄へ「損失」として移します。
[image: 損失を伴う株式売却の例]この画像は株式売却例の画面です。
1株あたり100ドルで100株を購入し、50ドルで売却しています。



[image: 損失を伴う株式売却の例]損失を伴う株式売却例での勘定科目ツリーの画面。 





通貨投資の追跡(How-To)



通貨投資とは、異なる国の通貨が自国通貨に対して相対的に上昇することを望んで投資することです。
これらの取引をGnuCashに入力する時には、どのくらいの詳細に行うかについて決定しなければいけません。
詳細に全く関心がないなら非常に簡単な勘定科目構造で十分です。
それは次のようになります。


    資産:投資:通貨:銀行 (USD)

    資産:投資:通貨:XXX  (XXX)

しかし、さまざまな手数料や、資本利得または資本損失も追跡可能にしたいなら、もう少し複雑な配置を行う必要性があります。
それは次のようになります。


    資産:投資:通貨:銀行                    (USD)

    資産:投資:通貨:外貨預金:XXX            (XXX)

    費用:投資:通貨:外貨預金:XXX            (XXX)

    収益:投資:外貨預金:資本利得:XXX        (XXX)

XXXは投資する通貨です。
通貨投資の購入



資産:投資:通貨:銀行勘定科目から見た典型的な購入注文は次のようになります。
表10.1 スプリット取引を使用した通貨の購入
	勘定科目	入金	出金
	資産:投資:通貨:銀行	 	投資総額
	費用:投資:通貨:通貨銀行:XXX	両替手数料	 
	資産:投資:通貨:XXX	投資総額 - 両替手数料	 





このスプリット(通貨取引)の最後の行を入力し終えた時 、資金移動ウィンドウが表示されます。
このウィンドウが表示されない場合、行を右クリックして為替・交換レートを編集を選択します。
資金移動ウィンドウでは、銀行が提示した為替レートを指定します。

通貨投資の売却



通貨売却取引を入力するのは、通貨勘定科目から銀行勘定科目までの資金移動であることを除き、購入取引と同様に行うことができます (「株式の売却」と同様です)。
通貨売却を適切に記録するためにはスプリット取引を使用しなければいけません。
スプリット取引では、利益 (または損失) は収益:資本利得勘定科目
(または費用:資本損失勘定科目) からの来るものとして会計処理を行わなければいけません。
収益と釣り合いを取るために、スプリット取引内に通貨勘定科目を2回入力する必要があります。
1回は現実の売却を記録するためです (正しい金額と正しい為替レートを使用します)。もう1回は収益の釣り合いをとるためです (合計を0にします)。
要するに、売却の通貨取引は次のようになります。資産:投資:通貨:XXXが2回現れます。
表10.2 スプリット取引を利用した通貨の売却
	勘定科目	入金	出金
	資産:投資:通貨:銀行	売却金額 - 両替手数料	 
	費用:投資:通貨:通貨銀行:XXX	両替手数料	 
	資産:投資:通貨:XXX	 	売却合計
	収益:投資:通貨銀行:資本利得:XXX	[損失]	PROFIT
	資産:投資:通貨:XXX	利益(合計を0にする)	[損失(合計を0にする)]






第11章 減価償却



本章では、会計における減価償却の概念を紹介し、それを使用するためのいくつかの実例を説明します。
基本概念



減価償却は、時間経過とともに取得原価を経費計上する会計方法です。
減価償却を記録したいと思うのは2つの理由がある場合です。
一つは、個人財務のために帳簿を付けていて、純資産の動向をおさえたいと思う場合です。もう一つは、小規模事業のために帳簿を付けていて、税務申告書を準備する財務諸表を製作する必要がある場合です。
最終目的は異なりますが、減価償却を記録する方法はどちらの場合も同じです。
本節では2つの差異について説明します。
しかし最初は専門用語集からです。
	減価償却累計額 -
資産の耐用年数に従って課される帳簿上の減価償却の累積額です。これは資産分野における減価勘定として累算されます。

	帳簿上の減価償却費 - 1会計期間に財務諸表に記録する減価償却費です。

	公正市場価額 - ある時点で資産を売却することができたとした時の金額です。

	正味帳簿価額 - 取得価額からこれまでの減価償却累計額を引いた金額です。

	取得価額 - 資産を購入するために費やした合計金額です。
資産を使用できるようにするために費やしたすべての金額を含みます。
例えば、輸送費、架設費、訓練費などです。

	残存価額 - (あなたにとっての) 耐用年数が終了し、売却するとした時の資産評価額です。

	税金減価償却費 - これは収益への課税を目的とした減価償却費です。



個人財務



個人財務における減価償却は、現在の純資産の正確な推定額を知るために、定期的に資産の評価額を下げるために使用します。
例えば、自動車を所有しているなら、毎年の減価償却を記録することによって、現在価値の動向をおさえることができます。
これを実現するためには、資産として取得価額を記録し、後は毎年1回、減価償却費を記録します (例として「例」を参照してください)。
これにより、年末になると資産の正味帳簿価額が公正市場価額とだいたい等しくなります。
個人財務の減価償却は、全く税金に影響がありません。単に純資産を見積もるのを助けるために使用されます。
このため、どのように減価償却を見積もるかの規則は全くありません。自身で最良と判断したものを使用してください。
では、どのような資産の減価償却を見積もらなければいけないのでしょうか?
個人財務における減価償却の目的は、個人の純資産の推定を行うためなので、自動車またはボートのように潜在的に売却することができる、価値のある資産で減価償却を追跡するだけで良いです。

ビジネス



個人財務では個人の純資産を追跡することが目的であるのと対照的に、ビジネスでは固定資産の取得価額とそれらによって得られた収益の関係を対応させる必要があります。
これは帳簿の減価償却を通して行います。
また、ビジネスではその地域の税法が資産の減価償却に必ず関係します。
これは税金減価償却費として知られています。
ビジネスでは、帳簿上に記録する減価償却の体系は自由に選択することができますが、税金減価償却費に使用する減価償却の体系は決められています。
この結果として、たまに、帳簿と税金減価償却費の間で差異が発生します。しかし、これらの差異を減少させるための手順をとることができます。
では、どのような購入品を資産計上しなければいけないのでしょうか?
もし本年度以降にも収益を得るために何かを購入しようと考えるなら、それを資産計上しなければいけません。
これはビジネス目的に使用される限り、土地、建物、設備、自動車、およびコンピューターのようなものを含みます。
これには在庫であると考えられる商品は含まれません。
よって、商品を再販する意図を持って仕入れたなら、それを資産計上してはいけません。
資産自体の購入価格に加えて、資産を使用できるようにするために費やしたすべての費用を資産計上しなければいけません。
例えば、設備一式を購入するとします。それは、町の外から搬送し、機械のプラグを差し込むことができるように何らかの電気工事を行い、機械を使用する方法を知るために何らかの専門研修が必要となります。この場合、これらにかかるすべての費用を設備の取得価格に含めます。
また、資産の残存価額を知る必要があります。
一般的にはこれは0であると見なされます。
残存価額を知る背景は、正味帳簿価額 (原価差引減価) が残存価額と等しくなるまで資産が減価償却されるからです。
そして、資産を帳簿から除却する時に、資産処分に伴う損益は発生しません。
最後の手順は、使用する減価償却の方法を決定することです。
これは次に説明します。
注記
警告:
国が異なれば減価償却に関する実質的な税政策が異なることに気を付けてください。
本書を通して提供しているのは、実際には、「お気に入り」の課税/減価償却方法を適用するのを助けるための、根底にある知識の一部です。




勘定科目のセットアップ



ほとんどの会計実務では、減価償却勘定科目をセットアップする多くの異なる方法があります。
ここでは、ほとんどの状況を扱うことができるほど柔軟で一般的な方法を説明します。
必要となる最初の勘定科目は資産取得価額勘定科目です
(GnuCash勘定科目タイプは資産)。ここには単純に資産の最初の購入を記録します。
通常、この購入は銀行預金勘定科目からの取引で実現されます。
資産の減価償却の動向をおさえるためには、2つの減価償却費勘定科目が必要となります。
一つ目は減価償却累計額勘定科目です。ここには減価償却費の総合計を集約し、負の値をとります。
GnuCashにおける勘定科目タイプは資産です。
減価償却累計額勘定科目は減価償却費勘定科目と釣り合いを保ちます。ここには定期的に発生する減価償却費すべてを記録します。
GnuCashにおける勘定科目タイプは費用です。
2つの資産ITEM1およびITEM2の減価償却費を追跡するための一般的な勘定科目階層を次に示します。
資産取得価額勘定科目は銀行勘定科目と釣り合いを保ち、減価償却累計額勘定科目は費用:減価償却費勘定科目と釣り合いを保ちます。


-資産

   -固定資産

      -ITEM1 

         -購入価格                (資産取得価額勘定科目)

         -減価償却費             (減価償却累計額勘定科目)

      -ITEM2

         -購入価格                (資産取得価額勘定科目)

         -減価償却費             (減価償却累計額勘定科目)

   -流動資産

      -銀行

-費用

   -減価償却費                   (減価償却費勘定科目)



この勘定科目階層の特徴の一つとして、減価償却が行われる資産に関する重要な評価額要約が一目で分かることがあります。
資産:固定資産:ITEM1勘定科目の合計欄にはITEM1の現在の評価額が表示されます。資産:固定資産:ITEM1:購入価格勘定科目の合計欄にはITEM1のためにもともといくらを支払ったかが表示されます。資産:固定資産:ITEM1:減価償却費勘定科目の合計欄にはITEM1の減価償却累計額が表示されます。最後に、費用:減価償却費勘定科目の合計欄にはすべての資産で発生した減価償却費合計額が表示されます。
異なる勘定科目階層を使用するのことも確かに可能です。
この一般的な勘定科目セットアップでは、資産取得価額と減価償却累計額の資産勘定科目が結合しています。
この利点は勘定科目階層を乱す勘定科目がほとんど無いことです。しかし、欠点として前の段落で説明した詳細のいくつかを決定するためには勘定科目記録簿ウィンドウを開かなければいけないことです。
ほとんどの場合、それを行う多くの方法があるので、この運用方法が最も良いと分かるでしょう。
減価償却費の実際の入力は、会計期間ごとに手作業で行います。
GnuCashには、(まだ)
自動的に減価償却体系計算を実行したり、自動的に適切な勘定科目に評価額を入力したりするための方法が全くありません。しかしながら会計期間は通常1年なので、本当に手で行わなければならない作業はそれほど多くありません。

第12章 売掛金



売掛金 (Accounts Receivable, A/R)
とは、あなたの会社が提供した製品またはサービスで、支払いをまだ受けていない金額を意味します。
ビジネス機能の概要



ビジネスの会計処理ニーズは個人のものとかなり異なります。
ビジネスでは、お金を貸している得意先、お金を借りている仕入先、従業員賃金台帳、より複雑な税法などがあります。
GnuCashはこれらのニーズに役立つビジネス指向の機能を提供します。
売掛金 (Accounts Receivable, A/R) は、ビジネスにおいて、すぐに支払われない販売を記録するために使用されます。
買掛金 (Accounts Payable、 A/P) は、後に支払いを行う、受け取った請求を記録記録するために使用されます。
これらの種類の勘定科目は主として、多くの請求書と領収書の発行と受領を行うが、すぐには支払いも領収も行わない場合に、追跡を失わないようにするために使用します。
ほとんどの家庭でのユーザーにとって、売掛と買掛は努力の価値があるように思えないほど複雑です。


システムコンポーネント



GnuCashには、統合された売掛金システムがあります。
売掛金システムによって作成される取引は売掛金勘定科目の中に記録されます。
一般的に直接この勘定科目内では作業をしません。
一般的にはビジネス → 得意先サブメニューを通じて使用可能な4種類の統合GnuCash
売掛金アプリケーションコンポーネントを使用して作業をします。
これら4種類のコンポーネントは次の通りです。
	得意先は信用取引で製品またはサービスを販売する人々または会社です。

	得意先請求書は支払いを要求するために得意先に送る物理的な請求書を表します。
この得意先請求書には販売した商品一覧が含まれます。

	請求のまとめ (オプション) では得意先への請求をまとめたものを登録します。
請求のまとめは特定の得意先に対する複数の請求を一まとまりにすることができる仕組みです。

	支払処理は得意先から領収した支払いを登録するために使用します。



これ以降の節ではさらに詳細に個々のコンポーネントを紹介します。

得意先



得意先は、あなたが商品またはサービスを販売する人々または会社です。売掛金システムの中にそれらを登録しなければいけません。
新規作成



新規の得意先を登録するためにはメニューバーからビジネス → 得意先 → 得意先を新規作成を選択します。
会社名、住所、電話番号、FAX番号などの得意先情報を入力します。
それ以外の項目一覧を次に示します。
	識別情報 - 得意先番号 - この得意先について照会する時の番号です。
空白の状態にしておくと、数が自動的に選ばれます。

	識別情報 - アクティブ - アクティブな得意先とアクティブでない得意先を区別します。
昔のアクティブでない得意先が多くあり、アクティブであるとマークされたものだけを知りたい時に有効です。

	請求先 - 名前 - 請求書を受け取ることになっている個人の連絡名です。

	備考 - 得意先に関する追加のコメントを記録します。

	請求情報 - 通貨 - 支払い請求のデフォルト通貨を指定します。

	請求情報 - 支払条件 - この得意先のデフォルト支払条件を指定します。
ビジネス → 支払条件エディターを使用して、支払条件を前もって登録しなければいけません。

	請求情報 - 値引 - 請求書新規作成時点で、得意先に提供するデフォルトの値引率です。
0から100までの値を入力します。
請求書を作成するときに、デフォルト値引設定を上書きできます。

	請求情報 - 与信限度額 - 得意先に与えても構わないと思っている最大の信用限度を保存します。
これは参照目的の項目です。
GnuCashはこの値をどんなときも利用しません。

	請求情報 - 税込 - 税金をデフォルトで請求書の金額に含むかどうかを指定します。
はい、いいえ、全体の設定を使用のいずれかを選択できます。
          
	はいは税金が得意先請求書の金額に既に含まれていることを意味します。

	いいえは、税金が含まれていないことを意味します。

	全体の設定を使用は編集 → 設定(Mac OS
Xの場合はGnuCash → 設定)
を通じてアクセス可能な全体の設定を使用します。




	請求情報 - 税額表 - 請求書の商品に適用するデフォルト税額表を指定します。
ビジネス → 税額表エディターメニュー項目から税額表を登録しなければいけません。

	納品先住所 - 得意先が請求先住所と異なる納品先住所使用する時に記録するために使用します。
納品先住所は参照用です。
GnuCashはこの値をどんなときも利用しません。



得意先を新規作成ウィンドウは次のようになります。
[image: 得意先を新規作成ウィンドウ]得意先を新規作成ウィンドウ




検索と編集



既存の得意先を検索するためには、ビジネス → 得意先 → 得意先を検索ウィンドウを使用します。
検索結果から得意先を選択し、得意先を表示/編集するを選択します。
このウィンドウは、得意先請求書を作成して支払処理をする時に、得意先を探すためにも使用します。
[image: 得意先を検索ウィンドウ]得意先を検索ウィンドウ 



多くの得意先が入力した検索条件に一致した場合、現在の結果の中で絞り込み検索を実行することによって検索結果を絞り込むことができます。
現在の検索結果を絞り込むラジオボタンが選択されている場合、現在の検索結果の中で検索されます。
GnuCashでは実際には最初の検索を実行した後にこのオプションを選択できるようになります。
探している得意先が指定した検索条件に一致しない場合、検索条件を変更し、新規検索ラジオボタンをクリックしてから、検索ボタンをクリックします。
適切な手順は新規検索を選択することです。
得意先が元の検索の結果に無く、この検索結果を絞り込むだけであった場合、新しい検索条件にかかわらず得意先を見つけることができません。
注記
すべての登録しているアクティブな得意先のリストに戻ってくるには、検索条件に正規表現に一致するを選択し、単一のドット「.」をテキスト欄に入力します。
アクティブなデータのみを検索がチェックされていることを確認してから、検索をクリックしてください。
正規表現「.」は、何にでも一致することを意味します。



得意先請求書



得意先請求書とは製品または提供したサービスのための支払いを要求する得意先に送る文書です。
GnuCashで得意先請求書の作成と追跡をすることができます。
新規作成



得意先請求書を得意先に送るためには、最初に新規請求書を作成しなければいけません。
得意先請求書を作成するためには、ビジネス → 得意先 → 得意先請求書を新規作成を選択してください。
得意先請求書を新規作成ウィンドウに適切に記入しなければいけません。
	得意先請求書情報 - 得意先請求書ID - この請求書に関する識別番号です。
これはこの得意先請求書で使用される内部番号です。
空白のままにすると、得意先請求書番号は自動的に生成されます。

	得意先請求書情報 - 作成日 - この請求書を作成する日付です。

	請求情報 -得意先 - この請求書を受け取る得意先です。
得意先を新規作成ウィンドウで入力した得意先の会社名を覚えている場合、この欄に入力を始めるとGnuCashは自動的に残りを補完します。
覚えていない場合は、選択...ボタンをクリックし、「検索と編集」で説明した得意先を検索ウィンドウにアクセスします。
検索結果で探している得意先をクリックしてハイライト表示し、次に選択ボタンを押します。

	請求情報 - 請求のまとめ (オプション) - 新規得意先請求書を請求のまとめ  (「得意先請求のまとめ」を参照) に関連付けます。
請求のまとめを新規作成ウィンドウで入力した請求のまとめの名前を覚えている場合、この欄に入力を始めるとGnuCashは自動的に残りを補完します。
覚えていない場合は、選択...ボタンをクリックし、請求のまとめを検索ウィンドウにアクセスします。
このウィンドウは「検索と編集」で説明したものと同じです。
検索結果で探している請求のまとめをクリックしてハイライト表示し、次に選択ボタンを押します。

	請求情報 - 請求ID -
これは得意先の注文番号またはその他の「得意先参照番号」です。
得意先に対する請求書 (請求書をまとめる場合は、まとめた請求書) を特定するために使用します。

	請求情報 - 支払条件 - この得意先請求書の支払条件契約です。
登録されている支払条件のリストをポップアップメニューの中から利用可能です。
選択した得意先にデフォルト値を指定していた場合、この欄はデフォルトで初期化されます。



[image: 得意先請求書の新規作成]得意先請求書の新規作成 



OKボタンをクリックして、得意先請求書を編集ウィンドウを開きます。

編集



得意先請求書を編集ウィンドウでは、勘定科目記録簿での作業と同じ方法で販売した商品一覧を入力できます。
[image: 得意先請求書を編集ウィンドウ]得意先請求書を編集ウィンドウ 



得意先請求書項目欄は15列あります。
	日付 - この商品を販売した日付です。

	請求対象? - X
は商品がこの請求書に加えられていることを意味します。空欄の場合は商品がこの請求書に加えられていないことを意味します。
次の行にある商品に進む時には、この商品は加えられます。

	説明 (オプション) - 商品またはサービスに関する説明です。

	アクション (オプション) - 利用者定義欄です。
ここには原価部門情報や、3つの既定義アクションである時間、材料、プロジェクトなどで使用します。

	収益勘定科目 - この収益の貸方になる収益勘定科目を選択します。

	数量 - 販売した商品の数量を追跡します。

	単価 - 商品単価を入力します。

	値引の種類 - 値引の種類を入力します。
	$は値引金額を意味します。

	%は値引率を意味します。



欄をクリックすることによって、値引の種類が順番に切り変わります。

	値引方法 - 値引の計算方法を次のようにします。
	> は税込額に対して値引が適用されます。

	< は税抜額に対して値引が適用されます。

	= は税抜額に対して値引きと課税が行われます。



欄をクリックすることによって、値引方法が順番に切り変わります。

	値引 (オプション) -
これは総値引です。値引の種類に応じて通貨単位または割合で入力します。
空欄の場合は値引を行わないことを意味します。
得意先にデフォルトの値引を指定していれば、新規商品に対して自動的に入力されます。

	課税? - この商品が課税対象になるかどうかを入力します。
X は課税対象になることを意味します。空欄の場合は課税対象外であることを意味します。
欄をクリックすることによって、課税?が順番に切り変わります。

	税込? - 税金が単価に含まれているかどうかを入力します。
X は税込であることを意味します。空欄の場合は税抜であることを意味します。
例えば、100ドルの商品で5%の税金の場合は次のようになります。
	税込?が空欄の場合、小計100ドルと税金5ドルになります。

	税込?がXに設定されている場合、小計95.23ドルと税金4.77ドルになります。
計算は次の通りです。 Subtotal = Total / (1+taxrate) および Tax = Total - Subtotal = Total
- (Total / (1+taxrate))。 
              




	税額表 (オプション) - この欄はすべての利用可能な税額表のポップアップメニューです。
商品を課税対象にするなら、この表は税額を計算するのに使用されます。
税額表は課される税率と勘定科目を決定します。

	小計 (編集不可) - この商品 (税抜) の小計が計算・表示されます。

	税金 (編集不可) - この商品の計算された税金額が表示されます。



すべての欄の入力が終わったら、得意先請求書を記帳し、印刷することができます。

記帳



得意先請求書の編集を終了して、印刷する準備ができたら、得意先請求書を記帳しなければいけません。
得意先請求書をすぐに記帳する必要はありません。
実際には、得意先請求書を印刷する準備ができている時のみ記帳しなければいけません。
得意先請求書を記帳すると、取引は売掛金勘定科目に記録されます。
得意先請求書記帳ウィンドウが開かれ、次の情報を入力するように求められます。
[image: 得意先請求書記帳ウィンドウ]得意先請求書記帳ウィンドウ 



	記帳日 - 売掛金勘定科目に入力される取引の日付を指定します。
デフォルトでは、これは得意先請求書の作成日です(その日付に関しては「新規作成」を参照してください)。

	期日 - 得意先請求書の支払期日です。
	得意先請求書を作成した時に支払条件を指定した場合、指定した条件に従って日付が計算されます。入力欄は気にしなくても構いません。

	支払条件を指定しなかったなら、予期される支払期日をここに入力します。




	説明 - 任意の説明を入力します。
得意先請求書の取引が売掛金勘定科目に記録される時、この説明は取引の説明欄に入力されます。

	記帳先勘定科目 - 得意先請求書の取引が記帳される売掛金勘定科目を選択します。
存在する売掛金勘定科目の一覧から勘定科目を選択できます。

	スプリットを累計する -
得意先請求書の複数の商品が同じ勘定科目への資金移動であった場合に、その資金移動を一つのスプリットに結合するか、個別に入力するかを決定します。
釘と金槌を販売したサンプル得意先請求書の例では、次のような記帳結果になります。
	選択した場合 (スプリットは累計されます) -
収益:売上勘定科目から575.00ドルの1回の資金移動として記録されます。

	選択しない場合 -
収益:売上勘定科目から100.00ドルと475.00ドルの2回の資金移動を行うスプリット取引が売掛金勘定科目に作成されます。
スプリットの摘要欄にはそれぞれ、釘とハンマーの販売 (得意先請求書に入力された商品の説明) が表示されます。







検索



既存の得意先請求書を検索するためには、ビジネス → 得意先 → 得意先請求書を検索を使用します。
検索結果から編集または参照する得意先請求書を選択します。
注記
記帳済み得意先請求書を編集する前に、得意先請求書の記帳を取り消す必要があります。

GnuCashの売掛金システムの設計目標の一つとして、異なった手順で同じ状態へ遷移することができるようにする、ということがあります。問題について考える方法に基づいて異なった手順で得意先請求書に到達することができます。
	最初に得意先を検索して、その次に得意先請求書の一覧を表示することができます。

	得意先IDまたは会社名で得意先請求書を検索できます。

	まとめられた得意先請求書に関連している得意先請求書の一覧を表示することができます。




印刷



得意先請求書を記帳した後に、得意先請求書を印刷して得意先に送らなければいけません。
得意先請求書使用を印刷するためには、ファイル → 得意先請求書を印刷メニュー項目を使用します。
GnuCashデフォルトの得意先請求書印刷出力例は次のようになります。
[image: 得意先請求書印刷出力]得意先請求書印刷出力 



注記
得意先請求書のスタイルは変更できます (会社ロゴを加える等)。
それを行うためには「得意先請求書スタイルの変更」を参照してください。

また、メインウィンドウのメニューから帳票 → ビジネス → 印刷可能な得意先請求書を選択することによっても得意先請求書を印刷できます。
帳票ウィンドウには「有効な得意先請求書が選択されていません」と表示されます。
印刷する得意先請求書を選択するためには次の手順を実施します。
	オプション
ツールバーボタンを使用するか、メインメニューから編集 → 帳票オプションを選択します。

	帳票オプションダイアログの全般タブを選択します。

	得意先請求書番号欄の横にある選択ボタンをクリックします。

	いつも通り、得意先請求書を検索します。



支払処理ダイアログからも得意先請求書を印刷することができます。
手順については「支払処理」を参照してください。

開始得意先請求書番号の割り当て



開始得意先請求書番号を自動的に割り当てる簡単な方法はありません。
GnuCashは1から開始し、そこから数を増加させていきます。
得意先請求書を作成するたびに手動で得意先請求書番号をテキスト欄に入力できます。しかし、この方法は疲れるので、遅かれ早かれ、番号を複写するようになるでしょう。
重要であれば開始得意先請求書番号を変更することができます。
現在、番号を変更するユーザーインターフェースが全くありません。
XMLデータファイルを手動で編集しなければいけません。
ファイルの先頭近くにある「counters」が適切なエントリです。
編集後にファイルを再度開かなければいけません。
注記
GnuCashはファイルをオプションで圧縮します。
ファイルを編集する前に、圧縮を無効にして保存します。
圧縮を有効または無効にするためには、編集 → 設定 (MacOS
の場合はGnuCash → 設定)
を使用して、全般タブに移動します。そして、ファイルを圧縮するチェックボックスで有効または無効にします。



得意先請求のまとめ



得意先請求のまとめは、同じ得意先に対する複数の請求を一まとまりにするのに使用します。
得意先請求のまとめ機能の使用はオプションです。
同じ得意先に対する複数の請求があり、まとめた請求に関連するすべての得意先請求書を見たい時、この機能は役に立ちます。
得意先請求のまとめ機能を使用するためには、ビジネス → 得意先 → 請求のまとめを新規作成を選択します。
請求のまとめを新規作成ウィンドウが表示されます。
編集可能な欄は次の通りです。
	請求のまとめ情報 - 請求のまとめ番号 (オプション) - この請求のまとめのために番号を入力します。
空欄にした場合、自動的に番号が選択されます。

	請求のまとめ情報 - 請求のまとめの名前 - 新規請求のまとめに割り当てる名前を入力します。

	所有者情報 - 得意先 - 請求のまとめの作成対象となる得意先を入力します。
得意先を新規作成ウィンドウで入力した得意先の会社名を覚えている場合、この欄に入力を始めるとGnuCashは自動的に残りを補完します。
覚えていない場合は、選択...ボタンをクリックし、「検索と編集」で説明した得意先を検索ウィンドウにアクセスします。
検索結果で探している得意先をクリックしてハイライト表示し、次に選択ボタンを押します。

	所有者情報 - 請求ID - この得意先請求のまとめを参照するための番号です (例えば、注文番号)。
これは得意先請求書と注文を結びつけるために必要となる「請求の識別子」です。
入力した請求IDは、請求のまとめ作業と関連する新規得意先請求書の請求IDを設定するために使用されます。

	アクティブな請求のまとめ - 請求のまとめをアクティブにするか非アクティブにするかを切り替えます。
多くの非アクティブな請求のまとめを持っている場合に役に立ちます。アクティブと設定されている請求のまとめだけを検索するのが簡単になります。



[image: 得意先請求のまとめを新規作成]得意先請求のまとめを新規作成 



既存の得意先請求のまとめを編集するためには、ビジネス → 得意先 → 請求のまとめを検索を使用します。
検索結果で編集する請求のまとめを選択して、請求のまとめの参照/編集ボタンをクリックします。
請求のまとめに関連している得意先請求書を選択するためには、ビジネス → 得意先 → 請求のまとめを検索を使用します。
検索結果で目的の請求のまとめを選択して、得先請求書を表示ボタンをクリックします。
この請求のまとめに関連している得意先請求書一覧を表示するウィンドウが表示されます。
メインウィンドウで得意先請求書エディターを開くためには、得意先請求書を選択して、得先請求書を表示ボタンをクリックします。

第13章 買掛金



買掛金 (Accounts Payable, A/P) は、あなたの会社が購入した製品またのサービスで支払いが必要な金額を意味します。
基本概念



本章では買掛金 (Accounts Payable, A/P) に焦点を合わせます。
買掛金とはあなたの会社が購入した製品またはサービスで今後支払いの予定がある金額を意味します。


システムコンポーネント



GnuCashには、統合された買掛金システムがあります。
買掛金システムによって作成される取引は買掛金勘定科目の中に記録されます。
一般的にこの勘定科目内で直接作業をせず、4種類の統合GnuCash買掛金アプリケーションコンポーネントを通じて使用します。
買掛金コンポーネントはビジネス → 仕入先サブメニューから使用可能です。
これらの買掛金コンポーネントは次の通りです。
	仕入先は信用取引で製品またはサービスを購入する人々または会社です。

	仕入先請求書は仕入先が支払いを請求するために送る物理的な請求書を表します。
この仕入先請求書には購入した商品一覧が含まれます。

	請求のまとめ(オプション)では仕入先からの請求をまとめたものを登録します。
請求のまとめは特定の仕入先からの複数の請求を一まとまりにすることができる仕組みです。

	支払処理は仕入先からの買掛となっている支払いを登録するために使用します。



次の節ではそれぞれの買掛金アプリケーションコンポーネントを紹介します。

第14章 給与支払い



給与支払いは従業員への支払額、給与総額、有給休暇、および控除額に関する財務的な記録です。
本章ではGnuCashを使用して給与支払いをどのように追跡するかについて説明します。
基本概念



給与支払いは従業員への支払額、給与総額、有給休暇、および控除額に関する財務的な記録です。
基本的に従業員へのお金の支払いや福利厚生の提供に関係するすべてのことです。
給与支払いには多くの異なる勘定科目、人々、機関が関係するので、給与支払いは会計処理においてより複雑な仕事の一つです。
給与支払いは通常費用として計上します。
会計士によっては、給与支払い費用を短期負債勘定科目として「保存」することがあります。
従業員への支払いと異なる時間に支払われることがある所得税などに、短期負債勘定科目は役に立ちます。
従業員には隔週で給与を支払うかもしれません。一方、税金は四半期に1回に支払います。
本章では給与支払いをすぐに費用計上し、一方で負債勘定科目に税金を保存する方法について説明します。
注記
GnuCashには統合給与システムはありません。
GnuCashで給与支払い経費を追跡している間、GnuCashの外で税金と控除額の計算をしなければいけません。



勘定科目のセットアップ



勘定科目をセットアップする時は、現地の税法を考慮に入れなければいけません。
給与税は世界中で多くの異なった方法で扱われているので、本節で説明するのは非常に単純な構造です。
ここからは、自身の特定の給与控除設定に合わせなければいけません。
2種類の税金を支払わなければいけないと仮定します。Tax1とTax2はそれぞれ、従業員負担と企業負担の要素です。
従業員の給与およびこれら2種類の税金が費用勘定科目になります。
租税債務は負債勘定科目になります。
租税債務勘定科目は、すべての従業員が預けている税金を累積するところです。
後で適切な政府系機関に税金を支払います。

  


単純な給与支払い配置



-資産

   -当座預金

-負債

   -Tax1  (短期「保存」勘定科目)

   -Tax2  (短期「保存」勘定科目)

-費用

   -給与

   -Tax1

   -Tax2



 
注記
一人一人の給与を追跡するために従業員ごとに子勘定科目を作成する誘惑に抵抗してください。
各従業員のために子勘定科目を作成すると、管理できないほど大きな勘定科目リストになります。
従業員が出入りした数年後の勘定科目構造を想像してください。
ただ一つの勘定科目 (例えば、費用:給与勘定科目)
の中に従業員の給与をすべて記録して、従業員情報単位で参照する帳票を使用する方がはるかに簡単です。


  

第16章 その他の資産



基本概念



本章ではビジネスでより頻繁に遭遇する (個人の会計処理ではほぼ遭遇しない) 簿記会計で必要となる追加の会計処理について説明します。
説明では簿記会計処理を行う目的と解説の両方を取り扱います。また、それらには取引に関する通常の簿記会計処理方法を含みます。
これらの概念は何世紀にもわたるの会計記録を保つための経験で発展してきました。そして、記録保存の効果と重要性を最大にします。
本節では、時間またはその資産の耐用年数 (現在および長期) に基づいて貸借対照表内で資産を分類する方法を説明します。
時として、資産は流動性の観点が考慮されます。流動性とは、資産を現金に変換するのがどれくらい簡単または難しいかを表します。
流動性が高い資産は比較的素早く現金に変換できます (例: 売掛金)。
一方、現金に変換するのに比較的長い時間が必要は資産は現金ではない状態で固定されていると見なされます。

流動資産は流動性が高い一方、(長期の)固定資産は流動性が低いことが分かります。
本節の説明を読むことにより、本質的な構成要素に基づいて流動資産または固定資産のどちらであるかが分かるようになります。


短期または長期資産



本節でいくつかのタイプの資産がなぜ短期資産または長期資産なのかを説明し、例を示します。
例は預託金 (使用料、レンタル、証券など) です。
預託契約の約款に1年の終了時に預託金の返金が含まれている場合、短期資産として取り扱うこともできます。
しかしながら、預託者との約款に、契約が終了し検査が正常に完了した時のみ返金を行うことになっている場合があります。この場合、契約の開始時に、預託金を支払った時点の費用として帳簿に記入するか、最終的に契約が終了して返金があるまで追跡するか
(通常は新規勘定科目を作成します) を決めなければいけません。
どちらに決定したとしても、会計の方法は、費用勘定科目 (費用計上する場合) または預託金勘定科目 (返金があるまで追跡する場合) の借方 (増加)
に記入し、預託金額を銀行勘定科目 (現金で支払った場合) の借方 (減少) またはクレジットカード勘定科目の借方 (負債なので増加) に記入します。

固定資産



本節では、固定資産(耐用年数が1年を超える物) について説明します。
土地、建物、借地借家改良費、無形固定資産、乗り物、およびその他の設備などです。
土地



土地は減耗資産ではありません。
すなわち、それは、時間が経つにつれて減耗したり、価値を失ったりするような損害を受けることはまずありません。
その理由により、通常、購入価格を購入時点で記録します。
何十年の間、評価額の変化は記録せず、帳簿上でしか認識できません。
土地を売却して購入価格と比較した時のみ利益または損失を計算します。
土地は、その上の建物と併せて売買されることが多いです。
しかし、土地の売買価格は建物の売買価格と分けなければいけません。
所有権を移転する売買契約書の中では、通常、土地と建物の金額は分けて記載されます。
課税評価額を決める査定者はしばしば土地の評価プロセスで契約書上の土地の金額を上昇させます。
国または地域の課税では査定者が決定した評価額に基づいて課税額が決定されます。そしてその国または地域の公共サービスの資金として使用されます。
正式な価格評価システムによる歴史的な土地評価額に基づかない金額で土地を取得したいなら、不動産業者が合理的な土地の評価額を計算できるように、購入者は最近の売買状況の評価額を説明する必要があります。

建物



建物は、多くの生きている人間が交流する人工の「洞穴」です。
建物は、使用することにより設備が摩耗していくので、減耗資産です。
建物は、時間が経つにつれて機能が失われ始めたり、自然現象または人間の行動により損傷を受けたりします。
会計実務では所有権が移転 (購入) した時に決定した購入金額または建築した時の総合計費用を記録します。
建物は何十年にもわたって使用されることが多く、売却時に利益または損失を計算する必要があるため、会計実務では元の購入金額または建築合計費用を記録し、価値の低下は記録しません。
代わりに減価償却を使用して (貸借対照表上の) 建物の正味帳簿価格 (購入金額・建築総合計額から減価償却累計額を引いた金額) を表します。
減価償却費は本書の別の章で説明しています。

借地借家改良費



ビジネスでは、所有していないが長期リースで使用している建物の機能や外観を、ビジネス活動を効率的にするために改良することが良くあります。
この場合では、ビジネス費用としては、借地借家改良費勘定科目の借方 (増加) および、銀行勘定科目の貸方 (減少)
またはクレジットカード勘定科目など適切な負債勘定科目の貸方 (増加) に記録します。

乗り物または設備



通常、すべての種類の乗り物や設備は数年間使用できますが、ほとんど動かない物よりはずっと耐用年数が短いです。
これらは時間がたつにつれ摩耗するため、ビジネスの会計実務では資産の種類と使用法に基づいて、適切な方法で耐用期間中に減価償却を記録します。
減価償却の方法と期間は、資産の種類に応じて税法で規定されている減価償却の方法と期間により選択することが良くあります。
通常、ビジネスでは減価償却を行います。
個人でも減価償却が許可されるかどうかは税務当局によります。
非常に裕福な人々は、法律によって許可されるすべての税制上の優遇措置を活用するために、会計士と弁護士を雇い投資と所有資産の追跡および管理をします。

無形固定資産



これらの資産の会計処理方法 (適切な勘定科目の借方と貸方に記入) は比較的単純で、これまでに説明してきた資産とほぼ同じです。
評価に関しては少し難しいです。これは上級の話題であり、個人や小規模ビジネスではまず関係しません。
よって、特許、著作権、のれん代などは本書では取り扱いません。


付録D 補助ファイル形式



注記
 本書はファイル形式の説明のため日本語訳は行いません。

These are the formats of some auxiliary files used by GnuCash.
Check Format Files (*.chk)



Overview



The check format file is used to tell GnuCash how to print a check or checks onto a page of paper.  This file first describes the overall layout of a page (number of checks, orientation, etc) and then describes the layout of the specific items on a single check.  The file is organized as a typical Key/Value file used by many Linux applications.  Keys/values pairs are grouped into sections that begin with the group name enclosed in square brackets.
GnuCash looks for check format files in two different locations when you bring up the check printing dialog.  The first location is typically /usr/share/gnucash/checks, where check files distributed with the application can be found.  The second location is the user private ~/.gnucash/checks directory.  Users may add check formats at any time (even while GnuCash is running) simply by dropping a new *.chk file in this directory.  The next time the check printing dialog is opened the new check format will appear in the list of available check formats.
注記
Printing functions differently depending on the version of GTK that is installed on your system.  When GnuCash is using a version of GTK prior to 2.10 all offsets are measured from the lower left corner of the page or check.  When using GTK 2.10 or later, all offsets are measured from the upper left corner of the page or check.


Example file



A typical GnuCash check file is presented below.  The contents of this file will be described in the next sections.

[Top]
Guid = 67b144d1-96a5-48d5-9337-0e1083bbf229
Title = Quicken/QuickBooks (tm) US-Letter
Rotation = 0.0
Translation = 0.0;4.0
Show_Grid = false
Show_Boxes = false

[Check Positions]
Height = 252.0
Names = Top;Middle;Bottom

[Check Items]
Type_1 = PAYEE
Coords_1 = 90.0;102.0;400.0;20.0

Type_2 = AMOUNT_WORDS
Coords_2 = 90.0;132.0

Type_3 = AMOUNT_NUMBER
Blocking_Chars_3 = true
Coords_3 = 500.0;102.0

Type_4 = DATE
Coords_4 = 500.0;67.0

Type_5 = NOTES
Coords_5 = 50.0;212.0
        

Field Descriptions



Top Group



This section of the check file describes the overall layout of a page of checks (or check) that goes into the printer.
表D.1 Overall Page Description Fields
	Name	Type	Required	Description
	Guid	string	mandatory	The guid is used to uniquely identify a check format to GnuCash.  It must be unique across the entire set of application supplied and user supplied check formats.  If you copy an application check file as the basis of your own check format, you must change this value.  The uuidgen program may be used to generate these identifiers.
	Title	string	mandatory	The title is used to uniquely identify a check format to the user.  This value is presented verbatim in the check format list of the check printing dialog.  If you copy an application check file as the basis of your own check format, you should change this value.  The title may be any utf-8 string.
	Font	string	optional	If supplied, this is the default font used to print all text items on this check.  This field can contain any string that is acceptable by gtk as a font specifier.  If this field is omitted, the default font is the font specified in the GnuCash preferences dialog.  A typical string would be 「sans 12」.
	Blocking_Chars	boolean	optional	If supplied, this is the default used when printing all TEXT items on this check.  When set to true, will print *** before and after each text field on the check.  Blocking characters are printed to protect check fields from alteration.  For example, the amount field may be printed as ***100.00***
	DateFormat	boolean	optional	If supplied, this is the default used when printing all DATE items on this check.  When set to true, will print the format of the DATE in 8 point type, centered and below the actual DATE.  For example DDMMYYYY.
	Rotation	double	optional	This value specified the rotation of the entire page (in degrees) around the origin point. For gtk versions prior to 2.10, the origin point is in the lower left corner of the page and rotation values increase in the counter-clockwise direction.  For gtk version 2.10 and later, the origin point is in the upper left corner of the page and rotation values increase in the clockwise direction. Rotation of the page is applied before translation.
	Translation	list of 2 doubles	optional	These values specify the x and y translation of the entire page (in points) relative to the origin point. For gtk versions prior to 2.10, the origin point is in the lower left corner of the page and translation values increase moving up and to the right.  For gtk version 2.10 and later, the origin point is in the upper left corner of the page and translation values increase moving down and to the right. Rotation of the page is applied before translation.
	Show_Grid	boolean	optional	If this value is set to true then GnuCash will draw a grid on the page, starting at the origin with the lines spaced every 50 points. This can be helpful when creating a check format file.
	Show_Boxes	boolean	optional	If this value is set to true then for each item where the width and height have been specified, GnuCash will draw a box showing location and maximum size of that item . This can be helpful when creating a check format file.




注記
The Blocking_Chars and DateFormat options are defined for all check formats in Edit->Preferences->Printing.  It is recommened that these global options be set to false (the default), and that the options be set for individual Check Items as described below.


Check Positions Group



This group of items specifies how multiple checks are laid out on the same sheet of paper, and gives names to each of these check locations so that a user can specify which check location that GnuCash should print.  This entire group of key/value pairs is optional, and should be omitted if the format file only specifies a single check per page of paper.
表D.2 Multiple Checks Per Page Fields
	Name	Type	Required	Description
	Height	double	mandatory	This field specifies the height of a single check on the page.  If there are multiple checks per page then this item is mandatory.  If there is only a single check per page, this entire section should be omitted.
	Names	list of strings	mandatory	This field specifies the names of the check locations that can be printed on each page.  These names represent the check positions starting from the top of the page and moving downward.  The names are presented verbatim in the check position list of the check printing dialog.  A typical value for this field is "Top;Middle;Bottom", but it could also be "First;Second;Third" or any other set of strings that clearly identify the check locations.  If there are multiple checks per page then this item is mandatory.  If there is only a single check per page, this entire section should be omitted.





Check Items Group



This section specifies the individual items that are printed on the check.  There is no limit to the number of items that may be present in this section, and any given type of item can be repeated multiple times.  This allows for the printing of checks that have a side stub, or for the one-per-page business checks that have both the check and multiple check stubs on the same page.  For example, to print the payee name on a business check and on both stubs, simply specify three payee items with differing print coordinates.
Each key names in this section explicitly includes the item number to which it applies.  E.G. The key named Type_1 applies to the first item to be printed, and the key Coords_3 applies to the third item to be printed.  Item numbers start at one and increase sequentially.  Any gap in the numbering sequence is interpreted by GnuCash as the end of the item list.  Items are printed in the order of their item numbers, not in the order in which they appear in the file.
Each item specified must include a type declaration.  The rest of the parameters for that item depend upon the particular type of that item.  See 表D.4「Individual Check Item Types」 for a list of valid item types and their required parameters.
表D.3 Individual Check Item Fields
	Name	Type	Required	Description
	Type_n	string	mandatory	This field specifies the type of a single item to be printed on a check.  See 表D.4「Individual Check Item Types」 for a list of valid item types.
	Coords_n	list of 2 or 4 doubles	mandatory	This field specifies the coordinates where the item should be placed on a check, and optionally also specifies the width and height of the item.  The numbers in order are the X and Y offset of the lower left corner of the item, and optionally the width and height of the item.  If the width is supplied then the height must also be supplied, so this field will always contain two or four numbers.  For gtk versions prior to 2.10, the origin point is in the lower left corner of the page and translation values increase moving up and to the right.  For gtk version 2.10 and later, the origin point is in the upper left corner of the page and translation values increase moving down and to the right.注記
Regardless of whether the origin is at the top or the bottom of the page, the coordinates always specify the lower left point of the item.


	Font_n	string	optional	If supplied, this is the font used to print this specific text item.  This field can contain any string that is acceptable by gtk as a font specifier.  If this field is omitted, the default font is the font specified in the Top section of the check description file, or if that was omitted the font specified in the GnuCash preferences dialog.  This field is only recognized when using gtk version 2.10 or later.
	Align_n	string	optional	If supplied, this is the alignment used to print this specific text item.  This field must contain one of the strings "left", "center" or "right".  If this field is omitted, the text will be left aligned.  This field is only recognized when using gtk version 2.10 or later.
	Text_n	string	optional	This field is only used when the item type is TEXT. It specifies the utf-8 text that should be printed on the check.
	Filename_n	string	optional	This field is only used when the item type is PICTURE. It specifies the filename of the image that should be printed on the check.  The string may specify either an absolute path name or as a relative path name.  If a relative path name is specified, GnuCash first looks in in the application check format folder (typically /usr/share/gnucash/checks) for the image file, and if it isn’t found there then it looks in the user private ~/.gnucash/checks directory for the image.  This field is only recognized when using gtk version 2.10 or later.
	Blocking_Chars_n	boolean	optional	If supplied, this will set the print Blocking_Chars option for this item.
	DateFormat_n	boolean	optional	If supplied, this will set the print DateFormat option for this item.




These are the individual items that can be printed on a check.  All items require the coordinates on the page where the item should be printed.  The majority of these items result in text being printed on the page, and these items may have individual font and alignments specified.  For example, the numerical amount of a check could be printed right justified while everything else is printed left justified.  Other types may have unique parameters.
表D.4 Individual Check Item Types
	Name	Required Fields	Optional Fields	Description
	PAYEE	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check payee name at the specified coordinates.
	DATE	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

DateFormat

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check date at the specified coordinates.
	NOTES	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the transaction notes field at the specified coordinates.
	CHECK_NUMBER	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check number at the specified coordinates.
	MEMO	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the split memo field at the specified coordinates.
	ACTION	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the split action field at the specified coordinates.
	AMOUNT_WORDS	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check amount in words at the specified coordinates.  The amount will appear similar to the string "One thousand, two hundred thirty four and 56/100".
	AMOUNT_NUMBER	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check amount in numbers at the specified coordinates.  The amount will appear similar to the number "$1,234.56".
	ADDRESS	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the address at the specified coordinates.
	SPLITS_ACCOUNT	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the account names for each split entry stating at the specified coordinates. See the note on splits printing.
	SPLITS_AMOUNT	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the amount for each split entry stating at the specified coordinates.  Amounts are printed with currency symbols. See the note on splits printing.
	SPLITS_MEMO	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the memo text for each split entry stating at the specified coordinates. See the note on splits printing.
	TEXT	Coords, Text	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print an arbitrary string at the specified coordinates. The string to be printed is specified with the Text_n key.
	PICTURE	Coords, Filename	(none)	This type value tells GnuCash to print an image at the specified coordinates. The image to be printed is specified with the Filename_n key.  This type is only recognized when using gtk version 2.10 or later.




注記
SPLIT items include all split entries for the transaction except for the split that applies to the current account register.  This is usually the last split listed when splits are displayed in the register.  The coordinate location defines the lower left location for the split information.



Creating Check Format Files



Creating your own check format file is a fairly simple task.  The easiest way to start is to copy an existing check format file from the application directory (typically /usr/share/gnucash/checks) to the directory ~/.gnucash/checks.  Make sure to change the guid so the new file will be accepted by gnucash, and change the title to something descriptive.  Then change or add individual item fields as necessary.  You can also create a new check file by clicking the Save Format button on the Custom format page of the check printing dialog.
注記
Key names are case sensitive.  If you’re having problems with a check format file, ensure that all key names have capital letters as documented above.




付録E GNU Free Documentation License


      Version 1.1, March 2000
    

製作著作 © 2000 Free Software Foundation, Inc.


	
Free Software Foundation, Inc. 59 Temple Place,

        Suite 330, Boston, MA

        02111-1307  USA


	Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this
        license document, but changing it is not allowed.
      




0. PREAMBLE




      The purpose of this License is to make a manual, textbook, or
      other written document 「free」 in the sense of
      freedom: to assure everyone the effective freedom to copy and
      redistribute it, with or without modifying it, either
      commercially or noncommercially. Secondarily, this License
      preserves for the author and publisher a way to get credit for
      their work, while not being considered responsible for
      modifications made by others.
    

      This License is a kind of 「copyleft」, which means
      that derivative works of the document must themselves be free in
      the same sense. It complements the GNU General Public License,
      which is a copyleft license designed for free software.
    

      We have designed this License in order to use it for manuals for
      free software, because free software needs free documentation: a
      free program should come with manuals providing the same
      freedoms that the software does. But this License is not limited
      to software manuals; it can be used for any textual work,
      regardless of subject matter or whether it is published as a
      printed book. We recommend this License principally for works
      whose purpose is instruction or reference.
    


1. APPLICABILITY AND DEFINITIONS




      This License applies to any manual or other work that contains a
      notice placed by the copyright holder saying it can be
      distributed under the terms of this License. The
      「Document」, below, refers to any such manual or
      work. Any member of the public is a licensee, and is addressed
      as 「you」.
    

      A 「Modified Version」 of the Document means any work
      containing the Document or a portion of it, either copied
      verbatim, or with modifications and/or translated into another
      language.
    

      A 「Secondary Section」 is a named appendix or a
      front-matter section of the Document that deals exclusively
      with the relationship of the publishers or authors of the
      Document to the Document’s overall subject (or to related
      matters) and contains nothing that could fall directly within
      that overall subject. (For example, if the Document is in part a
      textbook of mathematics, a Secondary Section may not explain any
      mathematics.)  The relationship could be a matter of historical
      connection with the subject or with related matters, or of
      legal, commercial, philosophical, ethical or political position
      regarding them.
    

      The 「Invariant Sections」 are certain  Secondary Sections whose titles
      are designated, as being those of Invariant Sections, in the
      notice that says that the Document is released under this
      License.
    

      The 「Cover Texts」 are certain short passages of
      text that are listed, as Front-Cover Texts or Back-Cover Texts,
      in the notice that says that the Document is released under this
      License.
    

      A 「Transparent」 copy of the  Document means a machine-readable
      copy, represented in a format whose specification is available
      to the general public, whose contents can be viewed and edited
      directly and straightforwardly with generic text editors or (for
      images composed of pixels) generic paint programs or (for
      drawings) some widely available drawing editor, and that is
      suitable for input to text formatters or for automatic
      translation to a variety of formats suitable for input to text
      formatters. A copy made in an otherwise Transparent file format
      whose markup has been designed to thwart or discourage
      subsequent modification by readers is not Transparent.  A copy
      that is not 「Transparent」 is called
      「Opaque」.
    

      Examples of suitable formats for Transparent copies include
      plain ASCII without markup, Texinfo input format, LaTeX input
      format, SGML or XML using a publicly available DTD, and
      standard-conforming simple HTML designed for human
      modification. Opaque formats include PostScript, PDF,
      proprietary formats that can be read and edited only by
      proprietary word processors, SGML or XML for which the DTD
      and/or processing tools are not generally available, and the
      machine-generated HTML produced by some word processors for
      output purposes only.
    

      The 「Title Page」 means, for a printed book, the
      title page itself, plus such following pages as are needed to
      hold, legibly, the material this License requires to appear in
      the title page. For works in formats which do not have any title
      page as such, 「Title Page」 means the text near the
      most prominent appearance of the work’s title, preceding the
      beginning of the body of the text.
    

2. VERBATIM COPYING




      You may copy and distribute the Document in any medium, either
      commercially or noncommercially, provided that this License, the
      copyright notices, and the license notice saying this License
      applies to the Document are reproduced in all copies, and that
      you add no other conditions whatsoever to those of this
      License. You may not use technical measures to obstruct or
      control the reading or further copying of the copies you make or
      distribute. However, you may accept compensation in exchange for
      copies. If you distribute a large enough number of copies you
      must also follow the conditions in section 3.
    

      You may also lend copies, under the same conditions stated
      above, and you may publicly display copies.
    

4. MODIFICATIONS




      You may copy and distribute a Modified Version of the Document under the conditions of
      sections 2 and 3 above, provided that you release
      the Modified Version under precisely this License, with the
      Modified Version filling the role of the Document, thus
      licensing distribution and modification of the Modified Version
      to whoever possesses a copy of it. In addition, you must do
      these things in the Modified Version:
    
	A. 
	    Use in the Title
	    Page (and on the covers, if any) a title distinct
	    from that of the Document, and from those of
	    previous versions (which should, if there were any, be
	    listed in the History section of the Document). You may
	    use the same title as a previous version if the original
	    publisher of that version gives permission.
	  

	B. 
	    List on the Title
	    Page, as authors, one or more persons or entities
	    responsible for authorship of the modifications in the
	    Modified Version,
	    together with at least five of the principal authors of
	    the Document (all of
	    its principal authors, if it has less than five).
	  

	C. 
	    State on the Title
	    Page the name of the publisher of the Modified Version, as the
	    publisher.
	  

	D. 
	    Preserve all the copyright notices of the Document.
	  

	E. 
	    Add an appropriate copyright notice for your modifications
	    adjacent to the other copyright notices.
	  

	F. 
	    Include, immediately after the copyright notices, a
	    license notice giving the public permission to use the
	    Modified Version under
	    the terms of this License, in the form shown in the
	    Addendum below.
	  

	G. 
	    Preserve in that license notice the full lists of  Invariant Sections and
	    required Cover
	    Texts given in the Document’s license notice.
	  

	H. 
	    Include an unaltered copy of this License.
	  

	I. 
	    Preserve the section entitled 「History」, and
	    its title, and add to it an item stating at least the
	    title, year, new authors, and publisher of the Modified Version as given on
	    the Title Page.  If
	    there is no section entitled 「History」 in the
	    Document, create one
	    stating the title, year, authors, and publisher of the
	    Document as given on its Title Page, then add an item
	    describing the Modified Version as stated in the previous
	    sentence.
	  

	J. 
	    Preserve the network location, if any, given in the Document for public access
	    to a Transparent
	    copy of the Document, and likewise the network locations
	    given in the Document for previous versions it was based
	    on. These may be placed in the 「History」
	    section.  You may omit a network location for a work that
	    was published at least four years before the Document
	    itself, or if the original publisher of the version it
	    refers to gives permission.
	  

	K. 
	    In any section entitled 「Acknowledgements」 or
	    「Dedications」, preserve the section’s title,
	    and preserve in the section all the substance and tone of
	    each of the contributor acknowledgements and/or
	    dedications given therein.
	  

	L. 
	    Preserve all the Invariant
	    Sections of the Document, unaltered in their
	    text and in their titles.  Section numbers or the
	    equivalent are not considered part of the section titles.
	  

	M. 
	    Delete any section entitled
	    「Endorsements」. Such a section may not be
	    included in the Modified
	    Version.
	  

	N. 
	    Do not retitle any existing section as
	    「Endorsements」 or to conflict in title with
	    any Invariant
	    Section.
	  




      If the Modified Version
      includes new front-matter sections or appendices that qualify as
      Secondary Sections and
      contain no material copied from the Document, you may at your
      option designate some or all of these sections as invariant. To
      do this, add their titles to the list of Invariant Sections in the
      Modified Version’s license notice.  These titles must be
      distinct from any other section titles.
    

      You may add a section entitled 「Endorsements」,
      provided it contains nothing but endorsements of your Modified Version by various
      parties--for example, statements of peer review or that the text
      has been approved by an organization as the authoritative
      definition of a standard.
    

      You may add a passage of up to five words as a Front-Cover Text, and a passage
      of up to 25 words as a Back-Cover Text, to the end of
      the list of Cover Texts
      in the Modified Version.
      Only one passage of Front-Cover Text and one of Back-Cover Text
      may be added by (or through arrangements made by) any one
      entity. If the Document
      already includes a cover text for the same cover, previously
      added by you or by arrangement made by the same entity you are
      acting on behalf of, you may not add another; but you may
      replace the old one, on explicit permission from the previous
      publisher that added the old one.
    

      The author(s) and publisher(s) of the Document do not by this License
      give permission to use their names for publicity for or to
      assert or imply endorsement of any Modified Version .
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